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Looking forward begins with looking back. 
History doesn’t just tell us where we’ve come 
from — it quietly points us toward where we 
might go. In today’s world of growing un cer
tainty and global challenges, Expo 2025 
offers a rare and hopeful moment: a place 
where the world gathers not to compete, but 
to collaborate — to share ideas and imagine 
solutions together.
 This exhibition was born from that 
same spirit. The story of the Dutch in Japan 
begins in 1600, when the ship De Liefde 
arrived on these shores. What followed was 
not conflict, but connection with an amazing 
encounter in Osaka Castle that developed in 
a magnificent way over time. For centuries, 
we found common ground: through trade, 
through dialogue, through curiosity. Always 
exchanging ideas. Always together. In a world 
that often seems divided, that shared history 
feels more relevant than ever.
 This project is the result of extra
ordinary collaboration. Starting with an idea, 
following a brainstorm session with the dis
tinguished Professor Frederik Cryns of the 
International Research Center for Japanese 
Studies (Nichibunken). Then a wonderful 
indepth conversation with the Director of 
Osaka Castle Museum who — together with 
Osaka City — not only gave us permission to 
organise this exhibition, but took the lead in 

organising a parallel exhibition on how inter
national exchange had changed the world of 
the samurai. 
 And from there it took off: from the 
National Archives in The Hague to the  Matsura 
Museum in Hirado, from Nichibunken in 
Kyoto to the National Museum in Tokyo, from 
Dejima to Usuki and Tekijuku — so many have 
contributed their knowledge, time, and inspi
ration. The result is this exhibition, and the 
catalogue in your hands. 
 Last but definitely not least: this 
exhibition and the catalogue have received 
messages of support from many friendship 
associations both in Japan and the Nether
lands. This underlines the importance that 
many people in our two countries attach 
to the relationship between Japan and the 
Nether lands. May it remind us that the past 
holds not only lessons, but a path toward a 
future we can build together.

Marc Kuipers
Commissioner General for the 
 Netherlands at Expo 2025 Osaka, 
Kansai, Japan  
ConsulGeneral for the Kingdom of 
the Netherlands in Osaka

将
来
を
描
く
こ
と
は
、
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
歴
史
は
、
私
た
ち
が
ど
こ
か
ら

来
た
の
か
を
教
え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ど
こ

へ
向
か
う
べ
き
か
を
密
か
に
示
唆
し
て
く
れ
ま

す
。
不
確
実
で
、
世
界
規
模
の
課
題
が
山
積
す
る

今
日
の
世
界
に
お
い
て
、
2
0
2
5
年
大
阪
・
関

西
万
博
は
、
希
望
溢
れ
る
類
ま
れ
な
機
会
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
は
、
世
界
が
競
争
す
る
た

め
で
は
な
く
、
協
力
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
共
有

し
、
解
決
策
を
共
に
想
像
す
る
た
め
に
集
ま
る
場

所
で
す
。こ

の
度
、 

同
じ
精
神
に
則
っ
て
こ
の
展

覧
会
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
オ
ラ

ン
ダ
と
の
交
流
の
物
語
は
、
1
6
0
0
年
、
リ
ー

フ
デ
号
が
日
本
に
漂
着
し
た
時
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
起
こ
っ
た
の
は
対
立
で
は
な
く
、
大
阪
城

で
の
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
芽
生
え

た
絆
で
し
た
。
そ
れ
は
時
を
経
て
、
貿
易
、
対
話
、

好
奇
心
を
通
じ
て
、
常
に
意
見
を
交
換
し
合
い
な

が
ら
共
に
壮
大
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
分
断
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が
多
い
世
の
中

で
、
共
有
し
て
き
た
歴
史
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

意
味
深
長
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
驚
く
べ
き
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
賜
物
で
す
。
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
文
研
）
の
著
名
な
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
教
授
と
の
ブ
レ
ー
ン
ス

ト
ー
ミ
ン
グ
か
ら
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
、
大
阪
城
天
守
閣
館
長

と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
大
阪
市
は
こ
の

展
覧
会
の
開
催
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
に
並
行
し
て
国
際
交
流
が
武
士
の

世
界
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
か
に
つ
い
て
の
展

覧
会
を
率
先
し
て
開
催
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
は
企
画
は
動
き
出
し
、
ハ
ー

グ
の
国
立
公
文
書
館
か
ら
平
戸
の
松
浦
資
料
館
、

京
都
の
日
文
研
、
東
京
の
国
立
博
物
館
、
出
島
、

臼
杵
、
適
塾
ま
で
、
実
に
多
く
の
方
々
が
知
識
、

時
間
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
果
実
が
こ
の
展
覧
会
で
あ
り
、

皆
さ
ん
が
手
に
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
の
カ
タ

ロ
グ
で
す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
と
オ
ラ

ン
ダ
の
多
く
の
友
好
協
会
か
ら
こ
の
展
覧
会
と
カ

タ
ロ
グ
へ
の
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
日
蘭
両
国
の
多
く
の
人
々
が
、

日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
関
係
を
重
要
視
し
て
い
る
こ

と
の
裏
付
け
で
す
。
過
去
は
教
訓
だ
け
で
な
く
、

共
に
築
き
上
げ
る
未
来
へ
の
道
し
る
べ
を
示
し
て

く
れ
る
こ
と
を
、
展
覧
会
を
鑑
賞
し
て
思
い
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
誠
に
幸
い
で
す
。

マ
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ク
・
カ
ウ
パ
ー
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2
0
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5
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西
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オ
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王
国
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国
総
領
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In April 1600, the Dutch ship De Liefde 
arrived in Japan. An extraordinary and memo
rable encounter at Osaka Castle a month 
later sparked the beginning of a remark 
able relationship between two nations. Even 
 during the Japanese selfisolation (sakoku), 
the Netherlands remained its sole window 
to the West. Through trade and knowledge 
exchange, Dutch and Japanese scholars 
shaped each other’s worlds. This exhibition 
at Osaka Castle explores these early encoun
ters and their lasting impact.
 Today, in 2025, knowledge exchange 
is more vital than ever. Expo 2025 Osaka 
embodies this need, bringing nations together 
to tackle global challenges that no single 
country can solve alone. The Netherlands 
contributes A New Dawn on Common Ground, 
promoting collaboration for a sustainable 
future — just as we once shared knowledge in 
isolation.
 Beyond trade, our relationship thrived 
on curiosity and learning. The connection 
between Japan and the Netherlands has 
always been about more than goods — it has 
been about ideas. From medicine to technol
ogy, the DutchJapanese connection shaped 
the Edo period and still influences innovation 
today.
 This exhibition highlights how open
ness and cooperation drive progress. As our 

ancestors found common ground despite 
differences, we too must work together to 
solve today’s challenges. By reflecting on this 
shared history, we hope to inspire the next 
generation to exchange ideas, build connec
tions, and shape a better future.

1
6
0
0
年
4
月
、
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が

日
本
に
漂
着
し
ま
し
た
。
そ
の
1
ヵ
月
後
の
大

阪
城
で
の
異
例
の
記
念
す
べ
き
出
会
い
が
、
二

国
間
の
類
ま
れ
な
関
係
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
鎖
国
中
も
、
オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
に
と
っ
て
西

洋
と
の
唯
一
の
窓
口
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。
貿

易
や
知
識
の
交
換
を
通
じ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日

本
の
学
者
は
互
い
の
世
界
に
影
響
を
与
え
ま
し

た
。
大
阪
城
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
展
覧
会
は
、
両

国
関
係
初
期
の
出
会
い
と
そ
の
永
続
的
な
影
響

を
探
る
も
の
で
す
。

2
0
2
5
年
の
今
日
、
知
識
交
流
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
こ
の
必
要
性

を
体
現
し
、
一
国
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
グ

ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
各
国
を

結
び
つ
け
る
も
の
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
、
か
つ
て

両
国
が
鎖
国
下
で
知
識
を
共
有
し
て
い
た
よ
う

に
、
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た
協
力
関
係
を
促

進
す
る
「
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
ー
新
た
な
幕
開

け
」
で
貢
献
し
ま
す
。

貿
易
の
枠
を
超
え
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日

本
の
関
係
は
好
奇
心
と
学
習
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て

い
き
ま
し
た
。
両
国
は
、
常
に
モ
ノ
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ア
イ
デ
ア
で
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

日
蘭
交
流
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
医
学
か
ら
技
術

に
至
り
、
今
日
で
も
技
術
革
新
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
開
放
性
と
協
力
が
い
か

に
進
歩
を
促
進
す
る
か
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
先
が
、
違
い
は
あ
っ
て
も
コ
モ
ン
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
共
創
の
礎
）
を
見
出
し
た
よ
う
に
、
私

た
ち
も
、
今
日
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
協
力

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
共
通
の
歴
史
を

振
り
返
る
こ
と
で
、
次
世
代
が
ア
イ
デ
ア
を
交
換

し
、
つ
な
が
り
を
築
き
、
よ
り
良
い
未
来
を
切
り

開
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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じ
め
に

2 0 2 5 年 大 阪 ・ 関 西 万 博 オ ラ ン ダ パ ビ リ オ ン

2 0 2 5 年 大 阪 ・ 関 西 万 博 の オ ラ ン ダ パ ビ

リ オ ン は 、 「 コ モ ン グ ラ ウ ン ド （ 共 創 の 礎 ） 」 を

テ ー マ に 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン 、 持 続 可 能 性 、 コ ラ ボ

レ ー シ ョ ン を 紹 介 し て い ま す 。 ク リ ー ン エ ネ ル

ギ ー を 利 用 し 、 水 の 動 き か ら 着 想 を 得 た 循 環 型

設 計 に よ る 構 造 を 特 徴 と す る こ の パ ビ リ オ ン は 、

世 界 的 な 課 題 に 対 す る 共 通 の 解 決 策 を 模 索 す る

よ う 来 場 者 を 誘 い ま す 。 オ ラ ン ダ 、 日 本 、 そ し て

世 界 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 育 成 す る た め の ビ ジ

ネ ス 、 文 化 そ し て 科 学 の ハ ブ と し て 機 能 し ま す 。

Copyright: Zhu Yumeng
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prologue
導
入

タ イ ム ト ラ ベ ル 漫 画 で ア ド ベ ン チ ャ ー に 出 か け よ う ！

日 文 研 の 三 浦 さ ん が 描 く 独 自 の 漫 画 で 、 歴 史 の 中 に 足 を 踏 み 入

れ て み ま せ ん か ？ 日 本 人 と オ ラ ン ダ 人 の ハ ー フ の 好 奇 心 旺 盛 な 少 年

が 、 オ ラ ン ダ パ ビ リ オ ン の シ ン ボ ル 「 コ モ ン ・ グ ラ ウ ン ド 」 に そ っ く り

の 不 思 議 な フ ワ フ ワ の 犬 を 偶 然 発 見 。 し か し 、 こ の 犬 は 普 通 の 犬 で は

な い の で す 。

こ う し て ２ 人 は 日 本 と オ ラ ン ダ の 深 い つ な が り を 発 見 し て い き

ま す 。 楽 し い 話 題 展 開 、 わ く わ く す る 冒 険 、 わ か り や す い 解 説 で 、 新 し

い 世 代 に 生 き 生 き と 歴 史 を 伝 え ま す 。

過 去 を 探 検 し 、 歴 史 が ど の よ う に 私 た ち の 未 来 を 形 作 る の か を 探 る 旅

に 出 か け よ う ！

詳 細 は こ ち ら の ウ ェ ブ サ イ ト で 。

www.orandaexpo2025.nl

出 典 ： 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー （ 日 文 研 ） に よ る 日 本 と オ ラ ン ダ の 歴 史 的 交 流

を 記 録 し た 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト 。 漫 画 ： 三 浦 麻 乃 、 歴 史 監 修 ： フ レ デ リ ッ ク ・ ク レ

イ ン ス
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JAPAN IN THE 16TH CENTURY
An Era of Turmoil and Change

In the 16th century, Japan was in a period of 
constant warfare and political fragmentation, 
known as the sengoku jidai or Warring States 
Period. Powerful regional warlords (daimyo) 
fought for dominance, while samurai armies 
shaped the country’s ever-shifting landscape 
of power. Meanwhile, Portuguese traders and 
missionaries introduced firearms, Christian-
ity, and new trade networks, marking Japan’s 
first encounters with the wider world. By the 
late 16th century the Portuguese were exert-
ing increasing influence over local rulers 
through commerce and missionary activity.
 As the century progressed, notable 
figures like Oda Nobunaga and Toyotomi 
 Hideyoshi began the unification of Japan, 
 setting the stage for the country’s transfor-
mation. This was the Japan that De Liefde, 
the first Dutch ship to reach Japanese shores, 
would encounter in 1600 — a nation on the 
brink of a new era.

THE NETHERLANDS IN THE 16TH CENTURY  
Rebellion, Trade, and Global Ambition  

In the 16th century, the Netherlands were part 
of the vast Spanish Empire, but tensions were 
rising. The Protestant Reformation clashed 
with Catholic rule, leading to the outbreak of 
the Eighty Years’ War (1568–1648) — a long 
and brutal struggle for independence from 
Spain. This period of conflict fueled a grow-
ing sense of national identity in what would 
become the Dutch Republic.
 Meanwhile, the Treaty of  Tordesillas 
(1494) had divided the world between Spain 
and Portugal, restricting Dutch access to 
overseas trade. However, the fall of Antwerp 
(1585) triggered a wave of wealthy mer-
chants and skilled workers fleeing to the 
northern provinces, particularly Amsterdam 
and Rotterdam. This influx of capital and 
knowledge, combined with a fierce determi-
nation to bypass Iberian control, set the stage 
for Dutch global expansion. By the end of the 
century, the Dutch were ready to challenge 
the Spanish and Portuguese at sea — mark-
ing the beginning of their rise as a major 
 maritime power.”

16
世
紀
の
日
本

混
乱
と
変
化
の
時
代 

16
世
紀
の
日
本
は
、
戦
乱
と
政
治
的
分
裂
の
絶
え

な
い
戦
国
時
代
で
あ
っ
た
。
強
力
な
大
名
が
覇
権

を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
武
士
の
軍
団
が
国
の
勢
力
図

を
絶
え
ず
塗
り
替
え
て
い
た
。
一
方
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
商
人
や
宣
教
師
が
銃
器
、
キ
リ
ス
ト
教
、
新

し
い
貿
易
ル
ー
ト
を
導
入
し
た
。
日
本
が
初
め
て

西
洋
世
界
と
出
会
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
16

世
紀
後
半
に
な
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
商
業
や
布

教
活
動
を
通
じ
て
西
国
大
名
に
対
す
る
影
響
力
を

強
め
て
い
っ
た
。

同
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
織
田
信
長

や
豊
臣
秀
吉
が
日
本
統
一
に
乗
り
出
し
、
国
が
変

わ
っ
て
い
く
地
盤
を
整
え
て
い
っ
た
。
1
6
0
0

年
、
最
初
に
日
本
の
海
岸
に
漂
着
し
た
オ
ラ
ン
ダ

船
「
リ
ー
フ
デ
号
」
が
出
会
っ
た
の
は
、
新
た
な

時
代
の
幕
開
け
に
立
つ
日
本
で
あ
っ
た
。

16
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ

反
乱
、
貿
易
、
世
界
進
出
へ
の
野
心

16
世
紀
、
オ
ラ
ン
ダ
は
広
大
な
ス
ペ
イ
ン
帝
国
の

一
部
だ
っ
た
が
、
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
。
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
支
配
と

衝
突
し
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
を
め
ぐ
る
長
く

過
酷
な
戦
い
と
な
っ
た
八
十
年
戦
争
（
1
5
6
8

年
〜
1
6
4
8
年
）
が
勃
発
し
た
。
こ
の
紛
争
は
、

後
に
オ
ラ
ン
ダ
共
和
国
と
な
る
国
々
に
お
い
て
、

国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
に

拍
車
を
か
け
た
。

一
方
、ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約（
1
4
9
4

年
）
に
よ
っ
て
世
界
は
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

に
分
割
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
海
外
貿
易
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
制
限
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

陥
落
（
1
5
8
5
年
）
を
契
機
に
、
裕
福
な
商
人

や
熟
練
労
働
者
が
地
方
北
部
、
特
に
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
と
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
逃
げ
込
ん
だ
。
こ
れ
に

よ
る
資
本
と
知
識
の
流
入
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の

支
配
を
避
け
よ
う
と
す
る
熾
烈
な
決
意
と
相
ま
っ

て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
世
界
進
出
の
舞
台
を
整
え
た
。

世
紀
末
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
は
海
上
で
ス
ペ
イ
ン
や

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
挑
む
準
備
が
整
い
、
海
洋
大
国
と

し
て
台
頭
す
る
。

“T
he

 G
re

at
 B

at
tl

e 
at

 K
aw

an
ak

aj
im

a 
(K

aw
an

ak
aj

im
a 

ôg
as

se
n)

” 
by

 U
ta

ga
w

a 
H

ir
os

hi
ge

 (1
8

4
5)

出 典 ： 歌 川 広 重 「 川 中 島 合 戦 」 （ 1 8 4 5 年 ）
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DR. FREDERIK CRYNS
Professor of Japanese history  
at the International Research Center 
for Japanese Studies, Kyoto, Japan

The 17th century was a transformative 
period for both Japan and the Nether
lands. Japan entered an era of peace and 
stability under the Tokugawa shogunate, 
experiencing remarkable urban growth 
and cultural flowering. Similarly, the Neth
erlands enjoyed its Golden Age, having 
secured independence from Spain and 
emerging as a major trading power. Dur
ing this pivo tal century, these two nations 
established a unique relationship. Follow
ing Japan’s implementation of its isolation 
policy, the Netherlands became the only 
European nation permitted to trade with 
Japan, replacing Portugal’s previous near 
monopoly on Japanese trade.
 This exclusive relationship granted 
the Dutch a unique status in Japan, where 
they were known as kōmōjin, or “redhaired 
people”. Despite strict limitations on their 
presence, the Dutch served as Japan’s only 
direct link to European developments for 
more than two centuries.

 The first encounters between the 
Dutch and the Japanese occurred by chance. 
In the late 16th century, the Dutch began 
dispatching fleets to Asia in search of trade 
opportunities. One such expedition involved 
the Liefde, a ship that drifted to Bungo, now 
Ōita Prefecture on the island of Kyushu, in 
April 1600. Its arrival was nothing short of 
dramatic — of the 110 crew members who 
had set sail from Rotterdam, only 18 sur
vived the harrowing journey.
 The arrival of this battered ship would 
prove to be a pivotal moment in Japanese his
tory. Two crew members, Jan Joosten Loden
steijn and William Adams, were granted an 
audience with Tokugawa Ieyasu, the de facto 
leader of Japan and soontobecome shogun. 
Ieyasu showed great interest in their know
ledge and trading potential. Both Lodensteijn, 
a Dutchman, and Adams, an Englishman, 
became trusted retainers of the shogun, 
advising him on diplomatic matters. Their leg
acy lives on in modern Japan, with the Yaesu 
district in Tokyo taking its name from Joos
ten, while the Anjinzuka train station honours 
Adams’ Japanese name, Miura Anjin.
 In 1609, ships from the Dutch East 
India Company arrived for the first time in an 
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17
世
紀
は
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
両
国
に
と
っ
て
変

革
の
時
代
で
あ
っ
た
。
日
本
は
徳
川
幕
府
の
下
で

平
和
と
安
定
の
時
代
を
迎
え
、
目
覚
ま
し
い
都
市

の
発
展
と
文
化
の
開
花
が
進
行
し
て
い
た
。
同
様

に
、
オ
ラ
ン
ダ
も
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
を
果
た

し
、
貿
易
大
国
と
し
て
台
頭
し
、
黄
金
時
代
を
謳

歌
し
て
い
た
。
こ
の
重
要
な
世
紀
に
、
こ
の
2
つ

の
国
は
類
ま
れ
な
関
係
を
築
い
た
。
そ
れ
ま
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
が
日
本
貿
易
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た

が
、
日
本
が
鎖
国
政
策
を
実
施
し
て
か
ら
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
と
交
代
す
る
形
で
、
オ
ラ
ン
ダ
が
日
本
と

の
貿
易
を
許
可
さ
れ
た
唯
一
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国

と
な
っ
た
。紅

毛
人
と
呼
ば
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、

こ
の
特
権
的
関
係
か
ら
日
本
で
独
特
の
地
位
を
与

え
ら
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
滞
在
は
厳
し
く
制
限

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
世
紀
以
上
も

の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
に
直
接
つ
な
が
る
架

け
橋
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
人
と
日
本
人
の
最
初
の
出
会

い
は
偶
然
が
も
た
ら
し
た
。
16
世
紀
末
、
オ
ラ
ン

ダ
は
交
易
の
機
会
を
求
め
て
ア
ジ
ア
に
船
団
を
派

遣
し
始
め
た
。
1
6
0
0
年
4
月
、
豊
後
（
現
在

の
九
州
、
大
分
県
）
に
漂
着
し
た
リ
ー
フ
デ
号
も

そ
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
か
ら
出
航

し
た
1
1
0
人
の
乗
組
員
の
う
ち
、
過
酷
な
船
旅

を
生
き
延
び
た
の
は
わ
ず
か
18
人
と
、
惨
憺
た
る

有
り
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
船
が
か
ろ
う
じ
て
漂
着
し
た
こ
と

は
、
日
本
の
歴
史
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
出
来

事
だ
っ
た
。
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
ス

テ
イ
ン
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
の
2
人
の
乗

組
員
は
、
日
本
の
事
実
上
の
統
治
者
で
あ
り
、
ま

も
な
く
将
軍
と
な
る
徳
川
家
康
に
謁
見
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
。
家
康
は
彼
ら
の
知
識
と
貿
易
の

可
能
性
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人

の
ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
ア
ダ

ム
ス
は
、
と
も
に
将
軍
の
信
頼
で
き
る
家
臣
と
な

り
、
外
交
問
題
に
つ
い
て
助
言
を
与
え
た
。
彼
ら

の
功
績
は
、
ヨ
ー
ス
テ
ン
の
名
に
ち
な
ん
だ
東
京

の
八
重
洲
地
区
、
ア
ダ
ム
ス
の
日
本
名
で
あ
る
三

浦
按
針
は
按
針
塚
駅
と
し
て
今
も
名
残
を
残
し

て
い
る
。1

6
0
9
年
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
の
船
が
初
め
て
公
式
に
来
航
し
、
平
戸
に
商
館

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本

の
正
式
な
貿
易
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
川
家

康
は
朱
印
状
を
交
付
し
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
と

自
由
貿
易
を
許
可
し
た
。
こ
の
朱
印
状
が
交
付
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
徳
川
家
康
と
マ
ウ

リ
ッ
ツ
公
と
い
う
両
国
の
統
治
者
間
の
文
通
に
よ

る
友
好
的
な
外
交
が
始
ま
っ
た
。

1
6
3
0
年
代
、
日
蘭
貿
易
は
目
覚
ま

し
く
発
展
し
、
平
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
拡
張
さ

れ
た
。
し
か
し
1
6
4
1
年
、
幕
府
の
政
策
に
よ

り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
平
戸
か
ら
長
崎
の
出
島
に

移
転
し
た
。出

島
は
扇
状
の
人
工
島
で
、
オ
ラ
ン
ダ

人
は
制
限
さ
れ
た
条
件
下
で
貿
易
活
動
を
続
け

た
。
毎
年
夏
に
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
船

が
バ
タ
ビ
ア
（
現
在
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
か
ら
来
航

し
、
約
3
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
貿
易
が
行
わ
れ
た
。

主
な
輸
入
品
は
絹
製
品
、
綿
製
品
、
医
薬
品
、
後

に
は
砂
糖
な
ど
で
あ
り
、
日
本
か
ら
は
銅
、
漆
器
、

出 典 ： 「 1 6 4 5 年 11 月 5 日 の ス ペ イ ン 軍 に よ る ハ ル ス ト 市 の 包 囲 と 占 領 」 ヘ ン ド リ ッ ク ・ デ ・ マ イ ヤ ー 。 

ア ム ス テ ル ダ ム 国 立 美 術 館 蔵　 収 蔵 品 番 号 SKA251 。

歴
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的
な
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座
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1
0

through the Dutch connection led to inno
vative developments in Japan. A new style 
of painting emerged, called Nagasakie, 
which incorporated Western techniques of 
perspective. Artists such as Shiba Kōkan 
even adopted Western techniques to create 
copperplate prints and oil paintings, mark
ing a significant shift in Japanese artistic 
expression.
 The role of the Dutch in Japan’s mod
ernisation accelerated after Japan opened 
to the West. In 1855, the newly founded 
Nagasaki Naval Training Centre brought 
Dutch naval instructors to teach shipbuilding 
technology and maritime skills to Japanese 
students. By 1861, Dutch medical exper
tise contributed to the creation of Japan’s 
first Westernstyle hospital, marking a sig
nificant step in the country’s rapid modern
isation. These institutions exemplified how 
centuries of DutchJapanese relations were 
evolving from tradebased exchanges into 
broader technical and scientific cooperation.
 The exchange between the Dutch and 
Japanese in Dejima came to an end in 1863 
when the Dutch consulgeneral moved from 
Dejima to Yokohama. However, friendly rela
tions between the two countries continued. 
Despite losing their exclusive trading posi
tion, the Dutch continued to play an influ
ential role in Japan’s modernisation. Dutch 
experts, particularly in civil engineering, 
made vital contributions to Japan’s tech
nological development. The work of Dutch 
engineers on infrastructure projects, such 
as river improvements, harbour construction 

and waterway development, was crucial to 
Japan’s industrialisation.
 This relationship faced a severe test 
during World War II. The Japanese occupa
tion of the Dutch East Indies resulted in the 
imprisonment of many Dutch citizens in 
internment camps. The effects of the war 
lingered for years. However, through diplo
matic efforts, such as the Protocol for Dutch 
War Victims in 1956 and the Peace, Friend
ship and Exchange Initiative in the 1990s, 
relations gradually improved, enabling both 
nations to restore their historically close ties.
 New forms of cooperation, including 
cultural and academic exchanges, emerged 
during the postwar period, paving the way 
for today’s strong bilateral relationship, 
characterised by significant economic ties 
and regular royal visits.
 The story of DutchJapanese rela
tions, which began with a chance encounter 
and developed into one of the most sig
nificant channels of knowledge exchange 
between East and West, is truly unique in 
world history. From the dramatic arrival of 
the Liefde in 1600 to the celebration of 425 
years of DutchJapanese relations in 2025, 
these ties have demonstrated remarkable 
resilience and adaptability. Through periods 
of isolation and openness, and of war and 
peace, the relationship has evolved from an 
exclusive trading arrangement into a mod
ern partnership encompassing technology, 
culture and diplomacy. As both nations con
front 21stcentury challenges, their histori
cal connection remains a strong foundation 

official capacity and established a trading 
post in Hirado. This event marked the begin
ning of formal trade between the Dutch and 
Japanese. Tokugawa Ieyasu issued vermil
lion seal letters, known as shuinjō, authoris
ing Dutch ships to visit and trade freely. This 
issuance also initiated cordial diplomatic 
correspondence between both nations’ rul
ers, namely Tokugawa Ieyasu and Prince 
Maurits.
 DutchJapanese trade grew signifi
cantly in the 1630s, prompting the expan
sion of the Dutch trading post in Hirado. 
However, in 1641, the post was relocated 
from Hirado to Dejima in Nagasaki due to 
shogunate policies.
 Dejima was a fanshaped artificial 
island where the Dutch continued their trad
ing activities under restricted conditions. 
Every summer, Dutch East India Company 
ships arrived from Batavia, now Jakarta, and 
trade took place over approximately three 
months. Major imports included silk pro
ducts, cotton goods, medicines and, later, 
sugar, while Japan exported copper, lacquer
ware and ceramics.
 Each year, the Dutch chief merchant 
undertook a journey to Edo, known as the 
Edo sanpu, to have an audience with the 
shogun. During this threemonth expedition, 
they presented the latest Western goods as 
a tribute to the shogun, but they also brought 
back information about Japan’s political and 
cultural situation.
 Life on Dejima was strictly regulated 
but culturally rich. Between trading sessions, 

the Dutch residents occupied themselves 
with various activities, such as cultivating 
medicinal herb gardens, caring for exotic 
animals brought by ships, playing billiards, 
performing music together and conducting 
scientific observations. Japanese interpret
ers, doctors and scholars regularly visited 
to learn about Western developments, cre
ating a unique cultural exchange despite the 
island’s physical restrictions.
 By the late 18th century, Dejima had 
evolved beyond its role as a trading post 
and became a vital gateway for acquiring 
Western scientific and medical knowledge. 
The Dutch influence on Japanese intel
lectual life was significant, giving rise to 
rangaku, or Dutch learning (the study of 
Western science and knowledge transmit
ted via the Dutch trading post in Dejima), 
as a formal field of study. Japanese schol
ars painstakingly translated Dutch books 
about medicine, science and technology. 
In 1796, the completion of the first Dutch 
Japanese dictionary opened new paths for 
knowledge transfer. Through Dutch books, 
Japan gained access to European advances 
in medicine, astronomy, geography and mil
itary science, all while maintaining its policy 
of isolation.
 The cultural impact of this relation
ship was reciprocal. Japanese art, particu
larly Arita porcelain, became highly prized 
in Europe through Dutch trade, with Dutch 
merchants transporting these exquisite 
ceramics along extensive maritime routes. 
At the same time, exposure to Western art 

業
化
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

両
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
厳
し
い

試
練
に
直
面
し
た
。
日
本
が
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン

ド
を
占
領
し
た
た
め
、
多
く
の
オ
ラ
ン
ダ
国
民
が

収
容
所
に
収
監
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
争
の

影
響
は
何
年
も
続
い
た
。
し
か
し
、
1
9
5
6
年

の
オ
ラ
ン
ダ
の
戦
争
犠
牲
者
に
関
す
る
議
定
書
や

1
9
9
0
年
代
の
平
和
友
好
交
流
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

な
ど
の
外
交
努
力
に
よ
り
、
関
係
は
徐
々
に
改
善

さ
れ
、
両
国
は
か
つ
て
の
よ
う
な
親
密
な
関
係
を

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
後
、
文
化
交
流
や
学
術
交
流
を
含
む

新
た
な
形
の
協
力
関
係
が
生
ま
れ
、
顕
著
な
経
済

関
係
や
定
期
的
な
王
室
お
よ
び
皇
室
訪
問
を
特
徴

と
す
る
今
日
の
強
固
な
二
国
間
関
係
へ
の
道
が
開

か
れ
て
い
っ
た
。

偶
然
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た
日
蘭
関

係
は
、
世
界
史
に
稀
に
見
る
重
要
な
東
洋
と
西
洋

の
知
識
交
流
へ
と
発
展
し
た
。
1
6
0
0
年
の

リ
ー
フ
デ
号
の
思
い
が
け
な
い
来
航
か
ら

2
0
2
5
年
の
日
蘭
交
流
4
2
5
周
年
に
至
る

ま
で
、
こ
の
絆
は
驚
く
べ
き
回
復
力
と
適
応
力
を

見
せ
て
き
た
。
孤
立
と
開
放
、
戦
争
と
平
和
の
時

代
を
経
て
、
排
他
的
な
貿
易
関
係
か
ら
始
ま
っ
た

日
蘭
関
係
は
、
技
術
、
文
化
、
外
交
を
包
括
す
る

近
代
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
と
発
展
し
て
き

た
。
両
国
が
21
世
紀
の
課
題
に
直
面
す
る
な
か
、

歴
史
的
つ
な
が
り
は
協
力
と
相
互
理
解
の
強
固
な

基
盤
で
あ
り
続
け
、
有
意
義
な
国
際
関
係
は
時
代

や
文
化
の
違
い
を
超
越
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。

陶
磁
器
な
ど
が
輸
出
さ
れ
た
。

毎
年
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
将
軍
に
謁

見
す
る
た
め
、
江
戸
参
府
と
呼
ば
れ
る
江
戸
へ
の

旅
に
出
た
。
こ
の
3
ヶ
月
に
わ
た
る
参
府
の
間
、

彼
ら
は
将
軍
へ
の
贈
物
と
し
て
最
新
の
西
洋
製
品

を
献
上
し
た
一
方
で
、
日
本
の
政
治
・
文
化
状
況

に
関
す
る
情
報
を
持
ち
帰
っ
た
。

出
島
で
の
生
活
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て

い
た
が
、
文
化
的
に
は
豊
か
だ
っ
た
。
交
易
の
合

間
に
、
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
は
薬
草
園
の
耕
作
、
船

で
運
ば
れ
て
き
た
珍
し
い
動
物
の
世
話
、
ビ
リ

ヤ
ー
ド
、
音
楽
会
、
科
学
観
測
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
熱
心
だ
っ
た
。
日
本
の
通
詞
、
医
師
、

知
識
人
も
西
洋
の
発
展
を
学
ぶ
た
め
に
定
期
的
に

島
を
訪
れ
、
出
島
の
物
理
的
な
制
約
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
独
特
の
文
化
交
流
が
営
ま
れ
た
。

18
世
紀
末
に
は
、
出
島
は
交
易
所
と
し

て
の
役
割
を
超
え
、
西
洋
の
科
学
や
医
学
の
知
識

を
得
る
た
め
の
重
要
な
玄
関
口
と
発
展
し
て

い
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
が
日
本
の
知
的
生
活
に
与
え

た
影
響
は
大
き
く
、
蘭
学
（
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商

館
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
西
洋
の
科
学
や
知
識
の

研
究
）
が
正
式
な
学
問
分
野
と
し
て
確
立
さ
れ

た
。
日
本
の
学
者
た
ち
は
、
医
学
、
科
学
、
技
術

に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
書
物
を
丹
念
に
翻
訳
し

た
。
1
7
9
6
年
、
初
の
蘭
和
辞
典
が
完
成
し
、

知
識
伝
達
に
新
た
な
道
が
開
か
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
書
物
を
通
じ
て
、
日
本
は
鎖
国
政
策
を
維
持
し

な
が
ら
も
、
医
学
、
天
文
学
、
地
理
学
、
軍
事
学

に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
進
歩
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

両
国
は
相
互
に
文
化
的
影
響
を
授
受
し

た
。
日
本
美
術
、
特
に
有
田
焼
は
オ
ラ
ン
ダ
貿
易

を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
珍
重
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
人
は
こ
れ
ら
の
精
巧
な
陶
磁
器

を
広
範
な
海
上
交
易
ル
ー
ト
を
通
じ
て
輸
送
し

た
。
同
時
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
仲
介
で
西
洋
美
術
に

触
れ
た
日
本
で
は
、
革
新
的
な
発
展
が
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
長
崎
絵
と
呼
ば
れ
る
、
西
洋
の
遠
近
法

を
取
り
入
れ
た
新
し
い
絵
画
様
式
が
生
ま
れ
た
。

司
馬
江
漢
と
い
っ
た
画
家
は
、
銅
版
画
や
油
絵
に

西
洋
の
技
法
を
取
り
入
れ
、
日
本
の
芸
術
表
現
に

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

日
本
の
近
代
化
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の

役
割
は
、
日
本
が
西
洋
に
対
し
開
国
し
て
か
ら
加

速
し
た
。
1
8
5
5
年
に
新
設
さ
れ
た
長
崎
海
軍

伝
習
所
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
海
軍
教
官
が
日
本
人

学
生
に
造
船
技
術
や
海
事
技
術
を
教
え
た
。

1
8
6
1
年
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
療
専
門
知
識

の
お
か
げ
で
日
本
初
の
西
洋
式
病
院
が
設
立
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
急
速
な
近
代
化
の
重
要

な
一
歩
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
日
蘭
関

係
が
、
数
世
紀
を
経
て
貿
易
を
基
盤
と
し
た
交
流

か
ら
、
技
術
、
科
学
協
力
へ
と
よ
り
幅
広
く
発
展

し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

1
8
6
3
年
に
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
館
が

出
島
か
ら
横
浜
に
移
っ
た
こ
と
で
、
出
島
で
の
オ

ラ
ン
ダ
人
と
日
本
人
の
交
流
は
終
わ
り
を
告
げ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
国
の
友
好
関
係
は
そ
の

後
も
な
お
続
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
独
占
的
貿
易
の

地
位
を
失
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
近
代

化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
た
。
と
り
わ
け
土

木
工
学
の
専
門
家
に
は
、
日
本
の
技
術
開
発
に
お

い
て
多
大
に
貢
献
し
た
。
河
川
改
修
、
港
湾
建
設
、

水
路
開
発
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
の
役
割
は
、
日
本
の
工
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未
知
へ
の
航
海

the journey of de 
liefde: a voyage 
to the unknown

1
1

for cooperation and mutual understand
ing, proving that meaningful international 
 relationships can transcend centuries and 
cultural differences.
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A FLEET BOUND FOR ASIA
The Ambitious Voyage of 1598

In June 1598, a fleet of five ships set sail 
from Rotterdam, embarking on an ambitious 
expedition to Asia. The fleet was commis-
sioned by a group of independent merchants. 
It was one of the various trading companies 
that were established in different cities 
across the Netherlands before the forma-
tion of the Dutch East India Company (VOC) 
in 1602. Each ship carried a name reflecting 
ideals of virtue, faith, and fortune: De Hoop 
(Hope), Het Geloof (Faith), De Trouw (Loyalty), 
De Liefde (Love), and De Blijde Boodschap 
(The Good Message). Notably, De Liefde was 
originally named Erasmus, after the famed 
Dutch philo sopher. Its stern bore a wooden 
carving of Erasmus, symbolising wisdom and 
humanist ideals — a fitting emblem for a ship 
venturing into the unknown.

A HARROWING JOURNEY
The Trials of De Liefde and Its Crew 

Among those on board were several fig-
ures who would leave a lasting mark on 
history. Jacob Quaeckernaeck, the captain 
of De Liefde, was an experienced navigator 
charged with leading the ship through peril-
ous waters. Jan Joosten van Lodensteyn, a 
Dutch merchant, was eager to establish new 
trade opportunities in Asia. Perhaps most 
notably, William Adams, an English pilot 
aboard De  Liefde, would go on to become 
one of the most influential foreign figures 

in Japan. The voyage, however, proved dis-
astrous. After a brutal crossing of the Strait 
of Magellan, the fleet fell apart — some ships 
were wrecked, others captured by the Span-
ish and the Portu guese. De Liefde, battered 
by storms and disease, was the only ship to 
continue across the vast Pacific.

AN UNEXPECTED ARRIVAL
De Liefde Reaches Japan

By the time De Liefde reached the shores of 
Japan in April 1600, only 24 of its original 110 
crew members had survived. The once-proud 
ship, its wooden Erasmus figure still affixed 
to the stern, was barely afloat when it drifted 
into Bungo Province (modern- day Ōita Pre-
fecture). The arrival of these desperate sail-
ors marked the beginning of Dutch- Japanese 
relations. For Adams, it was the start of an 
extraordinary new life as a trusted advisor to 
Tokugawa Ieyasu, the future  shogun. What 
had begun as a voyage to Asia to obtain 
spices had instead opened the doors to a 
completely different world.

ア
ジ
ア
へ
向
か
う
船
団

1
5
9
8
年
、
野
心
的
な
航
海
に
出
る

1
5
9
8
年
6
月
、
5
隻
の
船
団
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
を
出
航
し
、
ア
ジ
ア
へ
向
け
て
野
心
的
な
航
海

に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
船
団
は
、
個
人
経
営
の
商

人
の
グ
ル
ー
プ
の
委
託
を
受
け
て
組
織
さ
れ
た
。

こ
の
商
人
グ
ル
ー
プ
は
、
1
6
0
2
年
の
オ
ラ
ン

ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（V

O
C

）
設
立
以
前
に
オ
ラ
ン

ダ
各
地
の
都
市
に
組
織
さ
れ
た
様
々
な
商
社
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
は
、
美
徳
、
信

仰
、
幸
運
と
い
う
理
想
を
反
映
し
た
次
の
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
た
。
ホ
ー
プ
号
（D

e 
H

oo
p

、
希

望
）、
ヘ
ロ
ー
フ
号
（H

et
 G

el
oo

f

、
信
仰
）、
ト
ラ

ウ
号
（D

e 
Tr

ou
w

、
忠
誠
）、
リ
ー
フ
デ
号
（D

e 
Li

ef
de

、
愛
）、
ブ
ラ
イ
ド
ボ
ー
ド
ス
カ
ッ
プ
号

（D
e 

B
lij

de
 B

oo
ds

ch
ap

、
福
音
）。
実
は
、
リ
ー

フ
デ
号
は
も
と
も
と
著
名
な
オ
ラ
ン
ダ
の
哲
学
者

に
ち
な
ん
で
エ
ラ
ス
ム
ス
号
と
名
付
け
ら
れ
て
い

た
。
船
尾
に
は
知
恵
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
理
想

を
象
徴
す
る
エ
ラ
ス
ム
ス
の
木
像
が
飾
っ
て
あ

り
、
未
知
の
世
界
に
飛
び
込
む
船
に
ふ
さ
わ
し
い

シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。

苦
難
の
旅

リ
ー
フ
デ
号
と
乗
組
員
の
試
練

乗
組
員
の
中
に
は
、
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
に
な

る
人
物
が
数
人
い
た
。
リ
ー
フ
デ
号
の
船
長
ヤ
ー

コ
ブ
・
ク
ワ
ケ
ル
ナ
ッ
ク
は
、
経
験
豊
か
な
航
海

士
で
、
危
険
な
海
域
を
進
む
船
の
指
揮
を
任
さ
れ

て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
商
人
の
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ

ン
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ン
は
、
ア
ジ
ア

に
新
た
な
貿
易
の
機
会
を
築
こ
う
と
意
気
揚
々
と

し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
最
も
注
目
す
べ
き
は
、

リ
ー
フ
デ
号
に
乗
船
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
航
海

士
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
で
、
後
に
日
本
で
最

も
影
響
力
の
あ
る
外
国
人
の
一
人
と
な
る
。
し
か

し
、
航
海
は
惨
憺
た
る
結
果
と
な
っ
た
。
過
酷
な

マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
横
断
の
後
、
船
団
は
解
体
し
た
。

あ
る
船
は
難
破
し
、
あ
る
船
は
ス
ペ
イ
ン
人
に
ほ

か
の
船
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
拿
捕
さ
れ
た
。
リ
ー

フ
デ
号
は
嵐
と
疾
患
で
疲
弊
し
な
が
ら
も
、
た
だ

一
隻
、
広
大
な
太
平
洋
を
横
断
し
続
け
た
。

リ
ー
フ
デ
号
、
思
い
が
け
な
い
日
本
到
着 

1
6
0
0
年
4
月
に
リ
ー
フ
デ
号
が
日
本
の
海
岸

に
到
着
し
た
時
に
は
、
当
初
の
乗
組
員
1
1
0
名

の
う
ち
生
き
残
っ
た
の
は
わ
ず
か
24
名
だ
っ
た
。

か
つ
て
の
誇
り
高
き
船
は
、
船
尾
に
木
造
の
エ
ラ

ス
ム
ス
像
が
取
り
付
け
ら
れ
た
ま
ま
、
か
ろ
う
じ

て
浮
い
て
い
る
状
態
で
豊
後
国
（
現
在
の
大
分

県
）
に
漂
着
し
た
。
こ
の
藁
に
も
縋
る
思
い
の
船

員
た
ち
の
到
着
が
、
日
蘭
関
係
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。
後
に
将
軍
と
な
る
徳
川
家
康
の
信
頼
厚
い
顧

問
と
な
る
ア
ダ
ム
ス
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
非
凡

な
人
生
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
香
辛
料
を
手
に
入

れ
る
た
め
に
始
ま
っ
た
ア
ジ
ア
へ
の
航
海
は
、

ま
っ
た
く
異
な
る
世
界
へ
の
扉
を
開
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

▴ 
D

E 
LI

EF
D

E 
P

LA
TE

 
Th

e 
D

e 
Li

ef
de

 M
us

eu
m

 in
 

U
su

ki
 d

is
pl

ay
s 

th
is

 d
on

at
ed

 p
la

te
 

fe
at

ur
in

g 
th

e 
D

ut
ch

 s
hi

p 
D

e 
Li

ef
de

, s
ym

bo
lis

in
g 

th
e 

in
ce

pt
io

n 
of

 J
ap

an
N

et
he

rl
an

ds
 re

la
tio

ns
 

in
 1

60
0.

 A
cc

or
di

ng
 to

 re
co

rd
s,

 it
 

w
as

 d
on

at
ed

 to
 U

su
ki

 C
it

y.

◂ 
D

E 
LI

EF
D

E 
R

EP
LI

C
A

 
Th

e 
D

e 
Li

ef
de

 M
us

eu
m

 in
 

U
su

ki
 h

on
ou

rs
 th

e 
1

6
0

0 
la

nd
in

g 
of

 th
e 

D
ut

ch
 s

hi
p,

 fe
at

ur
in

g 
a 

sm
al

l r
ep

lic
a 

of
 th

e 
ve

ss
el

 a
nd

 
m

on
um

en
ts

 to
 it

s 
cr

ew
. 

D
e 

Li
ef

de
 M

us
eu

m
, U

su
ki

.  
P

ho
to

: L
ou

is
 S

m
it

.

▴ リ ー フ デ 号 の 皿

臼 杵 に あ る リ ー フ デ 号 資 料 館 で は 、 リ ー フ

デ 号 を 描 い た 皿 の 寄 贈 品 が 展 示 さ れ て い る 。

リ ー フ デ 号 は 1 6 0 0 年 の 漂 着 か ら 生 ま れ た 日

蘭 交 流 を 象 徴 し て い る 。 記 録 に よ る と 、 こ の 皿 は

臼 杵 市 に 寄 贈 さ れ た 。

◂ リ ー フ デ 号 の 複 製

臼 杵 市 の リ ー フ デ 号 資 料 館 は 、 1 6 0 0 年

の オ ラ ン ダ 船 上 陸 を 記 念 し て 、 船 の 小 さ な レ プ リ

カ と 乗 組 員 の 記 念 碑 を 展 示 し て い る 。

出 典 ： 臼 杵 市 リ ー フ デ 号 資 料 館 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト
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ル イ ス ・ テ イ シ ェ イ ラ に よ る 16 世 紀 の 画 期 的 な 日 本 地 図

「JAPONIAE INSULAE DESCRIPTIO 」 と 題 さ れ た こ の 地 図 は 、 ポ

ル ト ガ ル の 地 図 製 作 者 ル イ ス ・ テ イ シ ェ イ ラ か ら の 情 報 に 基 づ き 、 ア

ブ ラ ハ ム ・ オ ル テ リ ウ ス 1 5 9 5 年 に か け て 刊 行 し た も の で あ る 。 こ

の 地 図 は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 地 図 帳 、 つ ま り ア ブ ラ ハ ム ・ オ ル テ リ ウ ス の

『THEATRUM ORBIS TERRARUM 』 に 掲 載 さ れ た 最 初 の 日 本 地 図 と し

て 知 ら れ て い る 。 こ の 作 品 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 に 初 め て 日 本 の 詳 細 な 姿

を 紹 介 し 、 東 ア ジ ア の 地 理 に 関 す る 西 洋 の 理 解 を 大 き く 深 め た 。

リ ー フ デ の 旅 を 描 い た 4 枚 の 複 製 画

リ ー フ デ 号 は 長 い 道 の り を 経 て 日 本 に 到 着 し た 。 当 時 の い く つ

か の 版 画 に は 、 そ の 旅 の 様 々 な エ ピ ソ ー ド が 描 か れ て い る 。

▸ 左 上 ： 食 料 を 求 め て ポ ル ト ガ ル の 入 植 地 プ ラ イ ア （ ヴ ェ ル デ 岬 諸

島 ） を 攻 撃 す る 船 団 。 作 者 不 明 ／ バ レ ン ト ・ ヤ ン ツ ・ ポ ト ヒ タ ―

▸▸ 右 上 ： ホ ー プ 号 と リ ー フ デ 号 が 食 料 を 求 め て サ ン テ ィ ア ゴ の 町 （ 現

在 の シ ダ ー デ ・ ヴ ェ ー リ ャ ） に 接 近 す る 。 作 者 不 明 ／ バ レ ン ト ・ ヤ ン

ツ ・ ポ ト ヒ タ ―

▸ 左 下 ： マ ゼ ラ ン 海 峡 で ペ ン ギ ン を 狩 る ヘ ロ ー フ 号 と リ ー フ デ 号 の 乗

組 員 た ち 。 作 者 不 明 ／ バ レ ン ト ・ ヤ ン ツ ・ ポ ト ヒ タ ―

▸▸ 右 下 ： ロ ペ ス 岬 （ ガ ボ ン ） で 支 配 者 と 交 渉 す る シ モ ン ・ ド ・ コ ル デ ス

提 督 の 使 者 た ち 。 作 者 不 明 ／ バ レ ン ト ・ ヤ ン ツ ・ ポ ト ヒ タ ―

出 典 ： ル ド ヴ ィ コ ・ テ イ シ ェ イ ラ に よ る 「Japoniae Insul
ae Descriptio 」 、 朝 鮮 半 島 と 日 本 の 本 州 、 四 国 、 九 州 の 地

図 。 1 5 9 8 年 〜 1 6 0 2 年 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、 地

図 ・ 版 画 ・ 出 版 物 ハ ン ス ＆ エ ヴ ァ ・ コ ッ ク 、 記 録 グ ル ー プ

4.HEK 、 目 録 番 号 。MC025 。

出 典 ： ア ム ス テ ル ダ ム 国 立 美 術 館　 収 蔵 品 番 号 RPPOB80.279 〜281, RPP
OB80.286
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If he were alive today, Desiderius Erasmus of 
Rotterdam (14661536) would likely be a big 
fan of Expo 2025 Osaka, Kansai, Japan. Why? 
It’s a global event, filled with crossborder 
dialogue and the exchange of ideas and inno
vations, all aimed at societal progress. These 
issues were also close to Erasmus’ heart!

Erasmus’ relentless advocacy for progress 
oriented dialogue couldn’t be more topical 
and relevant today. He was a true polymath —  
philosopher, priest, educator, author of sev
eral bestsellers (including In Praise of Folly), 
scholar, social entrepreneur, and much more. 
Erasmus is synonymous with tolerance and 
respect for others. He strived for societal pro
gress and peace. What can we learn from this 
bridge builder? Although Erasmus lived some 
500 years ago, many of his ideas remain 
highly relevant and connect well with the chal
lenges and opportunities we face today.

NEXT GENERATIONS

Erasmus was clear: young people are the 
future. Through good education and upbring
ing, children and young people would eventu
ally make the world a better place when they 
grow up—as compassionate human beings 
and active participants in society. Intergen
erational collaboration plays an important 
role in this notion. Erasmus emphasised the 
ideal relationship between adults and young 
people: adults are responsible for raising and 
educating the young, while the young are 
obliged to carefully listen to and absorb the 
wisdom of the adults.
 Erasmus was convinced that people 
“were not born, but formed”. He believed that 
it was essential for individuals to become 
critical thinkers and to approach their 
sources and resources with discernment. 
Expo 2025 Osaka, Kansai, Japan has the 
potential to contribute to this process of self 
development. The 1970 World Expo in Japan 
was a source of inspiration and excitement 
for many. The compelling stories shared in 
various country pavilions, largely centred on 
technological advances, inspired young peo
ple to pursue their dreams. Expos can plant 

we simply need 
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も
し
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
デ
ジ
デ
リ
ウ
ス
・
エ
ラ
ス

ム
ス
（
1
4
6
6
年
生
ま
れ
〜
1
5
3
6
年
没
）

が
、
今
生
き
て
い
た
と
し
た
ら
、
2
0
2
5
年
大

阪
万
博
の
大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
万
博
は
、
社
会
の
進
歩
を
目
指
し
、

国
境
を
越
え
た
対
話
と
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
交
換
が
盛
り
込
ま
れ
た
世
界
的
な
イ
ベ

ン
ト
だ
か
ら
だ
。
取
り
組
む
べ
き
問
題
は
す
べ
て
、

エ
ラ
ス
ム
ス
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
だ
っ
た
。

エ
ラ
ス
ム
ス
は
執
拗
な
ま
で
に
進
歩
を
第
一
と

す
る
対
話
を
提
唱
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
対
話

は
、
現
代
に
お
い
て
も
非
常
に
時
事
的
で
必
要
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
は
い
わ

ゆ
る
「
何
で
も
屋
」
で
、
ま
さ
に
多
く
の
こ
と
に

精
通
し
て
い
た
。
哲
学
者
、
司
祭
、
教
育
者
、「
愚

神
礼
賛
」
を
含
む
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
著
者
、
学
者
、

社
会
起
業
家
と
様
々
な
肩
書
を
持
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
他
者
に
対
す
る
寛
容
と
尊

敬
の
代
名
詞
で
あ
り
、
社
会
の
進
歩
と
平
和
の
た

め
に
尽
し
た
。
私
た
ち
は
異
分
野
を
結
び
つ
け
た

架
け
橋
と
し
て
の
エ
ラ
ス
ム
ス
か
ら
何
が
学
べ

る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
が
生
き
た
の
は
約
5
0
0
年

前
だ
っ
た
が
、
彼
の
思
想
は
今
日
で
も
大
い
に
通

用
し
、
現
代
の
課
題
や
機
会
に
も
よ
く
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

次
の
世
代

若
者
は
未
来
で
あ
る
、
と
エ
ラ
ス
ム
ス
は
明
言
し

て
い
た
。
良
い
教
育
と
し
つ
け
を
通
じ
て
、
子
供

や
若
者
は
、
や
が
て
大
人
に
な
っ
た
と
き
、
思
い

や
り
の
あ
る
人
間
と
し
て
、
ま
た
社
会
の
積
極
的

な
参
加
者
と
し
て
世
界
を
よ
り
良
い
場
所
に
変
え

て
い
く
だ
ろ
う
、
と
。
こ
の
考
え
方
に
お
い
て
、

世
代
間
の
協
力
が
、
重
要
な
役
割
を
担
う
。
彼
は
、

大
人
と
若
者
の
望
ま
し
い
関
係
と
し
て
、
前
者
に

は
後
者
を
育
て
、
教
育
す
る
責
任
が
あ
り
、
後
者

に
は
前
者
の
知
恵
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
、
心
に

刻
む
義
務
が
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
。

ま
た
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
人
は
「
生
ま
れ

る
の
で
は
な
く
、
形
成
さ
れ
る
」
と
確
信
し
て
い

た
。
彼
は
、
人
々
が
批
判
的
な
味
方
で
物
事
を
判

断
し
、
自
分
の
情
報
源
や
資
源
を
批
判
的
に
吟
味

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
。
万

国
博
覧
会
（
万
博
）
は
、
こ
の
よ
う
な
自
己
開
発

の
プ
ロ
セ
ス
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
1
9
7
0
年

に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
万
博
は
、
多
く
の
人
々
に

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
感
動
を
与
え
た
。
各
国

の
パ
ビ
リ
オ
ン
で
披
露
さ
れ
た
技
術
進
歩
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
若
者
は
夢
を
か
な
え
る
意
欲
を

掻
き
立
て
ら
れ
た
。
万
博
は
、
素
晴
ら
し
い
キ
ャ

リ
ア
や
社
会
貢
献
の
種
を
蒔
く
の
に
最
適
な
場
所

を
提
供
で
き
る
。
55
年
が
経
っ
た
今
、
2
0
2
5

年
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
新
た
な
世
代
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
ハ
イ
テ
ク
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
人
々

を
魅
了
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
世
界
中
で
、
さ
ま

知 識 と 探 求 の シ ン ボ ル 、 エ ラ ス ム ス

デ ジ デ リ ウ ス ・ エ ラ ス ム ス （ 1 4 6 6 年 〜 1 5 3 6 年 ） は 、 理 性 、

教 育 、 宗 教 的 寛 容 を 唱 え 、 最 も 影 響 力 を 持 っ た ル ネ サ ン ス 期 の 人 文 主

義 思 想 家 の 一 人 で あ る 。 知 的 好 奇 心 と 批 判 的 思 考 を 信 条 と す る 彼 は 、

未 知 へ の 旅 に 乗 り 出 す 船 の シ ン ボ ル と し て ふ さ わ し い 人 物 だ っ た 。

リ ー フ デ 号 の 舟 尾 に 据 え 付 け ら れ た エ ラ ス ム ス の 像 は 、 単 な る 装 飾 で

は な く 、 知 恵 と 探 検 の 理 想 を 体 現 し 、 未 知 の 海 を 渡 る 船 を 導 い た 。

エ ラ ス ム ス の 木 像 は 、 ど ん な 困 難 に も 負 け ず 、 リ ー フ デ 号 の 危 険

な 旅 を 生 き 延 び た 。 船 自 体 は 解 体 さ れ た が 、 こ の 像 は こ の 歴 史 的 な 出

会 い の 貴 重 な 遺 物 と し て 保 存 さ れ た 。 何 世 紀 に も わ た り 、 そ れ は 日 蘭

関 係 の 始 ま り の シ ン ボ ル と な っ た 。 今 日 、 こ の 驚 く べ き 海 洋 史 の 作 品

は 東 京 国 立 博 物 館 に 収 蔵 さ れ 、 当 時 の 世 界 の つ な が り と 文 化 交 流 を 伝

え る 具 体 的 な 証 し で あ る 。

出 典 ： 1 5 9 8 年 に オ ラ ン ダ で 制 作 さ れ た リ ー フ デ 号 の 木 造 エ ラ ス ム ス 像 。 以 前

は 栃 木 県 龍 光 院 に 所 蔵 さ れ て い た が 、 現 在 は 東 京 国 立 博 物 館 に 収 蔵 さ れ て い る 。

所 有 者 ： 龍 江 院

今
こ
そ
、も
っ
と

「
エ
ラ
ス
ム
ス
」を
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HOW DOES THIS PLAY OUT  
IN OUR OWN DAILY WORK?

In uncertain, turbulent times, working together 
becomes even more important. Without a 
doubt, we could use more “ Erasmus” today —
more tolerance, more willingness to listen to 
others’ arguments, more peace at any cost. If 
we want societal progress, we must find com
mon ground.
 We can all be bridgebuilders in our 
own time. Only through genuine interest in 
one another can we take sustainable steps 
forward, based on a readiness to learn 
and share. Shared concerns must prevail 
over selfinterest. By complementing and 
strengthening one another, no one is left 
behind. Nations, cities, individuals can help 
one another become better. Everyone has 
something to contribute. At first glance, 
these may seem like ‘small’ steps, but they 
add up to a priceless collective result. By join
ing forces, we can achieve great things. We 
can only address major global challenges —
such as the energy transition, sustainable 
food production, and healthy ageing — if we 
are willing and able to work together. The 
dialogue, mutual understanding, and willing
ness to think beyond borders should be the 
urgent and muchneeded focus of our atten
tion. Futilities do not merit conflict.
 The world is full of positive develop
ments, though they are not always visible. 
Expo 2025 Osaka strives to shine a spotlight 
on hopeful progress. Exchanging ideas, as 
well as crossborder cocreation of effective 

approaches and policies, simply adds pos
itive energy. Let’s do the ‘obvious’ things 
exceedingly well, and let’s be passionate 
about it — just as Erasmus was passionate 
about societal progress through bridge 
building. Common sense for the common 
good, on common ground. Together. That’s 
how we solve global challenges.

the seeds for remarkable careers and contri
butions to society! Now, 55 years later, Expo 
2025 Osaka has the potential to inspire a 
new generation once again. High tech inno
vations can both amaze and trigger people, 
just as can the stories from around the world 
of how different generations, people from 
various backgrounds and skills, co create 
solutions for difficult problems in an open, 
inclusive, and inventive way.

DIALOGUE

Erasmus lived in turbulent times. Polarisa
tion was the order of the day. Frontlines were 
hardening, and it was a time full of disputes 
and wars, many arising from diametrically 
opposed opinions. People often adhered 
to their nonnegotiable positions and were 
reluctant to make any effort to understand 
viewpoints other than their own. This was 
true then, and sadly, it remains true today. 
Erasmus was deeply convinced that people 
must work together and be open to compro
mise. People should be willing to reconsider 
and correct their positions when faced with 
persuasive arguments. Learning from one 
another was crucial. Stubborn attitudes often 
lead to unnecessary anguish.
 Erasmus underscored the importance 
of a good exchange of standpoints. While this 
may sound obvious, genuine dialogue was not 
so selfevident in his time. Unfortunately, it is 
still not so today. Expo 2025 Osaka provides 
an excellent stage for dialogue, which can then 
lead to concrete action and positive impact.

CROSSBORDER COLLABORATION

Erasmus travelled extensively during his life
time. He visited countless places, regions, 
and countries, building an enduring inter
national network. He met many people and 
engaged in lively discussions with them. 
 Several years after his death in Basel in 
1536, Erasmus even crossed the ocean —
albeit as the wooden figurehead of the ship 
De Liefde, which made the perilous passage 
to Japan in 1600.
 There is an aweinspiring richness 
in the meeting of cultures from all across 
the globe. As Erasmus already realised, 
borders should not be barriers to working 
together on common topics. Crossborder 
collaboration is key. Visiting one another, 
taking an earnest and genuine interest in 
one another, and allowing the search for 
knowledge and understanding to guide our 
interactions are essential. We need to solve 
global challenges together. Together, we 
can find insights and solutions that would 
elude us if we worked in isolation. Each of 
us possesses knowledge or skills that are 
required. Entrepreneurial dialogue. Societal 
dialogue. These concepts should not be 
seen in isolation. When we are able to col
laborate more effectively, share our knowl
edge more effectively, and, in other words, 
cocreate, we will make real progress. It all 
comes down to the right attitude — leaving 
no stone unturned.

は
も
っ
と
「
エ
ラ
ス
ム
ス
」
を
必
要
と
し
て
い
る
。

も
っ
と
寛
容
に
、
も
っ
と
他
者
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
あ
く
ま
で
も
平
和
を
求
め
る
。 

社
会
の
進
歩

を
望
む
な
ら
、
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
共
創
の
礎
）

を
見
い
だ
す
必
要
が
あ
る
。

私
た
ち
は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
架

け
橋
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
互
い
に
真
の
関
心

を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
私
た
ち
は
持
続
可

能
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で

基
盤
と
な
る
の
は
、
学
び
、
分
か
ち
合
う
心
構
え
、

つ
ま
り
私
利
私
欲
よ
り
も
共
通
の
関
心
事
を
優
先

し
、
相
互
に
補
完
し
合
い
、
強
化
し
合
う
こ
と
で

あ
る
。
誰
も
が
何
ら
か
の
形
で
貢
献
で
き
る
。
国

家
、
都
市
、
個
人
に
関
わ
ら
ず
、
他
者
の
向
上
を

手
助
け
で
き
る
。
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を

す
る
。
一
見
す
る
と
、
物
事
は
単
な
る
「
小
っ
ぽ

け
な
」
一
歩
に
思
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
ら

は
す
べ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
全
体
へ
と
積
み
重

な
っ
て
い
く
。
そ
し
て
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
多
く

の
こ
と
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
互
協
力

に
関
心
を
持
っ
て
は
じ
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、

持
続
可
能
な
食
糧
生
産
、
健
康
維
持
し
な
が
ら
の

高
齢
化
な
ど
の
深
刻
な
世
界
的
課
題
に
取
り
組
め

る
の
だ
。
対
話
、
相
互
理
解
、
国
境
を
越
え
た
大

胆
な
発
想
、
く
だ
ら
な
い
こ
と
で
争
わ
な
い
こ
と
、

若
い
世
代
を
重
視
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が
今
、
緊

急
に
注
力
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

世
の
中
に
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
目
に
見
え
る

も
の
で
は
な
い
。
万
博
は
、
希
望
に
満
ち
た
開
発

に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
努
め
て
い

る
。
ア
イ
デ
ア
を
交
換
し
、
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
や
政
策
を
国
境
を
越
え
て
共
創
す
る
こ
と
で
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
加
わ
る
。「
当
た
り

前
の
こ
と
」
を
、
極
め
て
う
ま
く
や
ろ
う
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
が
架
け
橋
と
し
て

社
会
を
進
歩
さ
せ
る
こ
と
に
情
熱
を
注
い
だ
よ
う

に
、
情
熱
的
に
な
ろ
う
。
公
益
を
重
視
す
る
常
識

を
も
っ
て
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。
皆
と
共
に
。

そ
れ
が
、
私
た
ち
が
地
球
レ
ベ
ル
の
課
題
を
解
決

す
る
方
法
な
の
だ
。

ざ
ま
な
背
景
や
技
能
を
持
つ
異
世
代
の
人
々
が
、

オ
ー
プ
ン
で
包
括
的
、
か
つ
独
創
的
な
や
り
方
で

困
難
な
問
題
の
解
決
に
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
に
触
れ
、
感
銘
を
受
け
る
だ
ろ
う
。

対
話

エ
ラ
ス
ム
ス
は
激
動
の
時
代
を
生
き
た
。
極
論
が

当
た
り
前
で
、
前
線
は
硬
直
化
し
て
い
た
。
真
っ

向
か
ら
対
立
す
る
意
見
に
端
を
発
す
る
紛
争
や
戦

争
が
絶
え
な
い
時
代
だ
っ
た
。
多
く
の
人
々
は
自

分
の
譲
れ
な
い
立
場
に
固
執
し
、
自
分
以
外
の
人

の
意
見
を
理
解
す
る
努
力
を
し
よ
う
し
な
か
っ

た
。
当
時
も
今
と
同
じ
だ
っ
た
の
だ
。
エ
ラ
ス
ム

ス
は
、
人
々
は
問
題
解
決
す
る
た
め
協
力
し
、
妥

協
す
る
こ
と
も
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
と
強

く
確
信
し
て
い
た
。
相
手
の
議
論
に
説
得
力
が
あ

る
な
ら
ば
、
自
分
の
立
場
を
積
極
的
に
考
え
直
し
、

修
正
し
、
互
い
か
ら
学
ぶ
べ
き
だ
。
頑
固
な
態
度

は
苦
悩
に
つ
な
が
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

彼
は
、
違
う
立
場
間
の
対
話
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。
ご
く
当
り
前
な
こ
と
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
時
代
に
は
真

の
対
話
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
そ

し
て
残
念
な
こ
と
に
、
現
代
に
お
い
て
も
そ
う
で

は
な
い
。
万
博
は
、
対
話
の
た
め
の
素
晴
ら
し
い

舞
台
と
な
る
。
そ
こ
か
ら
、
具
体
的
な
行
動
と
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
生
ま
れ
る
。

国
境
を
越
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

エ
ラ
ス
ム
ス
は
生
涯
、
よ
く
旅
を
し
た
。
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
の
場
所
、
地
域
、
国
を
訪
れ
、
永
続

的
な
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
た
。
多
く
の

人
々
と
出
会
い
、
活
発
に
議
論
を
交
わ
し
た
。

1
5
3
6
年
に
バ
ー
ゼ
ル
で
死
去
し
た
数
年
後
で

さ
え
も
海
を
渡
っ
た
く
ら
い
だ
。
1
6
0
0
年
に

日
本
へ
向
け
て
危
険
を
は
ら
ん
だ
航
行
を
成
し
遂

げ
た
「
リ
ー
フ
デ
号
」
の
木
製
の
船
頭
と
し
て
。

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
の
出
会
い
に

は
、
畏
敬
の
念
を
抱
か
せ
る
ほ
ど
の
豊
か
さ
が

あ
る
。

エ
ラ
ス
ム
ス
が
す
で
に
熟
知
し
て
い
た

よ
う
に
、
共
通
の
テ
ー
マ
で
協
力
し
合
う
の
に
国

境
は
障
壁
に
な
ら
な
い
は
ず
だ
。
国
境
を
越
え
た

協
力
こ
そ
が
鍵
と
な
る
。
互
い
を
訪
問
し
、
テ
ー

マ
に
真
摯
で
心
か
ら
の
関
心
を
持
つ
こ
と
。
知
識

と
理
解
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
自
ず
と
私
た
ち
を

交
流
に
導
く
。
私
た
ち
は
共
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
で
は
見

つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
洞
察
や
解
決
策

も
、
共
同
で
模
索
す
れ
ば
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。
本
来
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
必

要
と
さ
れ
る
知
識
や
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
。 

起

業
的
な
対
話
や
社
会
的
対
話
を
切
り
離
し
て
考
え

て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
が
よ
り
良
い
協
力
関
係

を
築
き
、
よ
り
効
果
的
に
知
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
き
、
つ
ま
り
共
創
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
き
、
私
た
ち
は
真
の
進
歩
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
、
正
し
い

取
り
組
み
と
徹
底
し
た
態
度
で
あ
る
。

日
々
の
仕
事
の
中
で
で
き
る
こ
と

不
確
実
で
激
動
の
時
代
に
は
、
協
力
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
増
す
。
間
違
い
な
く
、
今
日
の
私
た
ち
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bridging worlds:  
the dawn of 
dutch−japanese 
relations

2

出 会 い の 記 念 碑

リ ー フ デ 号 、 臼 杵 に 到 着

1 6 0 0 年 に オ ラ ン ダ 船 リ ー フ デ 号 が 臼 杵 湾 に 入 津 し 、 日 本 と

オ ラ ン ダ の 交 流 が 始 ま っ た 歴 史 的 瞬 間 を 記 念 す る カ ラ フ ル な レ リ ー

フ 。 こ の 歴 史 的 な 出 会 い か ら 4 0 0 年 を 記 念 し て 制 作 さ れ た こ の 作 品

は 、 英 国 人 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス を は じ め と す る 乗 組 員 た ち が 、 日 本

の 役 人 や 町 民 と 触 れ 合 う 様 子 を 生 き 生 き と 描 い て い る 。 背 景 に は 、 オ

ラ ン ダ 国 旗 を 掲 げ た リ ー フ デ 号 が 海 岸 近 く に 停 泊 し て い る 。 贈 り 物 と

友 好 的 姿 勢 が 平 和 的 に 交 わ さ れ る 様 子 を 捉 え た こ の 作 品 は 、 両 国 が 出

会 っ た 当 時 の 好 奇 心 と 外 交 を 象 徴 し て い る 。 こ の 記 念 碑 は 、 4 世 紀 に

わ た る 両 国 の 文 化 お よ び 経 済 交 流 を 称 え る も の と し て 、 今 日 、 臼 杵 市

の 上 陸 記 念 公 園 に 建 っ て い る 。

出 典 ： 上 陸 記 念 公 園 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト
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リ ー フ デ 号 航 海 中 の 飢 え と 苦 難

ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス が 妻 に 宛 て た 手 紙 か ら の 抜 粋 。 リ ー フ デ 号

で の 絶 望 的 な 状 況 を 描 写 し て お り 、 彼 の 死 後 85 年 以 上 経 っ た 1 7 0 6

年 に 、 現 存 す る 2 通 の 手 紙 の オ ラ ン ダ 語 版 と し て 出 版 さ れ た 。 ウ ィ リ ア

ム ・ ア ダ ム ス の 手 紙 に あ る こ の 記 述 は 、 航 海 中 の リ ー フ デ 号 で の 極 度 の

飢 餓 状 況 に つ い て 述 べ て い る 。 ア ダ ム ス の 文 章 は 、 乗 組 員 た ち が 飢 え か

ら 自 暴 自 棄 に な り 、 船 の ロ ー プ を 保 護 す る た め に 使 わ れ て い た 子 牛 の

革 の カ バ ー を 食 べ る と い う 手 段 に 出 た こ と を 明 ら か に し て い る 。

和 訳 ：

「 食 料 不 足 に よ り 船 員 た ち は 衰 弱 し 、 病 気 に な り 、 飢 え の た め に 、

ロ ー プ を 覆 っ て い た 子 牛 の 皮 さ え も 食 べ て し ま っ た 。 」

出 典 ： ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス か ら の 2 通 の 手 紙 。 1 5 9 8 年 以 降 、 5 隻 の 船 で オ

ラ ン ダ か ら 東 イ ン ド 洋 を 航 海 し た こ と 、 お よ び 日 本 で の 出 会 い に つ い て 。 ピ ー

タ ー ・ フ ァ ン ・ ダ ー ・ ア ー 。 書 物 販 売 者 、 1 7 0 6 年 （ 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー

所 蔵 ） 。
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TOKUGAWA IEYASU’S RISE TO POWER AND 
FOREIGN INFLUENCE

TOKUGAWA IEYASU, STRATEGIC LEADER 
WITH A KEEN EYE ON FOREIGN RELATIONS 

In 1600, Tokugawa Ieyasu was one of the 
most powerful figures in Japan, serving as a 
senior member of the Council of Five Elders, 
a group of daimyos entrusted with ruling the 
country until Toyotomi Hideyori, the young son 
of the late Toyotomi Hideyoshi, came of age. 
However, Ieyasu had ambitions beyond serv-
ing as a caretaker — he sought to unify Japan 
under his rule. As he consolidated power, 
he carefully navigated Japan’s foreign rela-
tions. The Portuguese, who had been active 
in Japan for decades, were valuable trading 
partners, but Ieyasu was wary of their grow-
ing influence, especially through the  Jesuit 
missionaries. While he welcomed trade, he 
was cautious of their religious and political 
agendas, preferring to keep his options open 
when dealing with foreign powers.

THE ARRIVAL OF DE LIEFDE AND THE SUM-
MONING OF ITS CREW

After the arrival of De Liefde off the coast of 
Bungo Province in Kyushu, Ieyasu, seeing an 
opportunity, ordered the ship to be moved to 
Sakai, near Osaka, for closer examination. At 
the same time in May 1600, two of its crew 
members, Jan Joosten van Lodensteijn and 
William Adams, were summoned to Osaka 
Castle to meet with Ieyasu himself. The ship 

was in poor condition, and most of its crew 
had perished during the long and treach-
erous journey, but Ieyasu was intrigued by 
the knowledge these sailors possessed —
especially Adams, who was an experienced 
navigator.

PORTUGUESE RESISTANCE AND IEYASU’S 
STRATEGIC DECISION

The Portuguese Jesuits, alarmed by the 
arrival of Protestant Dutch sailors, urged 
Ieyasu to execute the ship’s crew, brand-
ing them as heretics and pirates. However, 
Ieyasu saw an opportunity where others saw 
a threat. He understood that engaging with 
the Dutch could counterbalance Portuguese 
influence and provide Japan with new trade 
opportunities free from missionary interfer-
ence. Instead of following the Jesuits’ advice, 
he spared the crew, paving the way for future 
Dutch- Japanese relations. This strategic deci-
sion would prove crucial in shaping Japan’s 
foreign trade policies in the years to come.
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ヨ ー ロ ッ パ 最 古 の 大 坂 城 鳥 瞰 図

1 6 6 5 年 に ヨ ハ ネ ス ・ フ ィ ン グ ボ ー ン ス が 描 い た こ の 大 坂 城

鳥 瞰 図 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 が 描 い た 大 坂 城 の う ち 最 古 の も の ひ と つ で あ

る 。 こ の 鳥 瞰 図 は 、 お そ ら く 徳 川 時 代 の 大 坂 城 を 描 い た 日 本 の 屏 風 画

を も と に 描 か れ た も の で 、 大 坂 城 が 日 本 の 中 央 権 力 の 象 徴 と し て 描 か

れ て い る 。 縮 尺 や 方 角 は 完 全 に 正 確 で は な い が 、 こ の 絵 は ヨ ー ロ ッ パ

人 が 徳 川 政 権 の 政 治 権 力 を ど の よ う に 想 像 し て い た か を 反 映 し て い

る 。 こ の 絵 か ら は 、 鎖 国 を 続 け る 日 本 を 視 覚 化 し よ う と し た ヨ ー ロ ッ

パ 人 の 初 期 の 試 み を 垣 間 見 る こ と が で き る 。

出 典 ： 「 日 本 紀 伊 国 大 坂 市 の 南 に 位 置 す る 強 大 な 大 坂 城 の

描 写 」 大 坂 城 鳥 瞰 図 。 1 6 6 5 年 、 ヨ ハ ネ ス ・ フ ィ ン ケ ボ ー

ン ス 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、 外 国 地 図 コ レ ク シ ョ ン ・

リ ュ ー ペ 、 補 遺 、 記 録 グ ル ー プ4.VELH 、 目 録 番 号 。619.82.
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17 世 紀 の 大 阪 の 海 辺 の 様 子

こ の 1 6 6 9 年 の 大 坂 の 鳥 瞰 図 は 、 到 着 す る 旅 人 が 海

か ら 見 た で あ ろ う 大 坂 の 賑 や か な 海 辺 を 描 い て い る 。 東 イ ン

ド 会 社 に 仕 え た オ ラ ン ダ 人 の 江 戸 参 府 の 記 載 情 報 を も と に 、

江 戸 時 代 の 大 坂 が 商 業 の 中 心 地 で あ っ た こ と が 強 調 し て 描 か

れ て い る 。 船 、 波 止 場 、 都 市 の 構 造 を 詳 細 に 示 し た こ の 絵 図

は 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 が 遠 く か ら 日 本 の 洗 練 さ れ た 都 市 と 経 済 的

活 力 を ど の よ う に 想 像 し て い た か を 表 し て い る 。

東 洋 と 西 洋 の 冒 険 小 説

『 ウ ィ ル ・ ア ダ ム ス　 日 本 に 来 た 最 初 の 英 国 人 （Will Adams: the 
first Englishman in Japan ） 』 ウ ィ リ ア ム ・ ダ ル ト ン 著 （ 1 8 6 6 年 ）

は 、 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス の 生 涯 を ド ラ マ チ ッ ク に 描 い た 歴 史 小 説 で

あ る 。 事 実 と フ ィ ク シ ョ ン を 織 り 交 ぜ な が ら 、 リ ー フ デ 号 の 生 存 者 の

一 人 で あ る メ ル キ オ ー ル ・ フ ァ ン ・ サ ン ト フ ォ ー ト の 目 を 通 し て 、 イ

ギ リ ス 人 船 乗 り か ら 徳 川 家 康 の 信 頼 を 受 け た 顧 問 に な る ま で の 彼 の 人

生 を 描 い て い る 。 当 時 人 気 だ っ た ヴ ィ ク ト リ ア 朝 の 冒 険 ス タ イ ル で 書

か れ た こ の 本 の お か げ で 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 は ア ダ ム ス を 2 つ の 異 な る 世

界 の 架 け 橋 と な る 英 雄 的 人 物 と し て 認 識 す る よ う に な っ た 。

東 洋 と 西 洋 の 出 会 い

ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス と ヤ ン ・ ヨ ー ス テ ン の 徳 川 家 康 と の 歴 史 的 出 会 い

1 6 0 0 年 、 イ ギ リ ス 人 航 海 士 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス と オ ラ ン ダ

人 商 人 ヤ ン ・ ヨ ー ス テ ン は 、 リ ー フ デ 号 で 日 本 に 到 着 し た 。 大 坂 城 に

呼 び 出 さ れ た 二 人 は 、 将 軍 に な る 勢 い の 徳 川 家 康 と 会 談 し た 。 当 初 は

疑 惑 の 目 を 向 け ら れ 、 ポ ル ト ガ ル 人 イ エ ズ ス 会 の 反 対 で 処 刑 を 主 張 さ

れ た が 、 家 康 は 彼 ら の 知 識 に 戦 略 的 価 値 が あ る こ と を 認 め た 。 ア ダ ム

ス と ヨ ー ス テ ン は 何 度 も 面 会 を 重 ね 、 西 洋 の 航 海 術 、 宗 教 、 国 際 政 治

に 関 す る 見 識 を 共 有 し た 。 感 銘 を 受 け た 家 康 は 、 二 人 を 顧 問 に 任 命 し 、

旗 本 の 地 位 を 与 え 、 彼 ら の 専 門 知 識 を 日 本 が よ り 広 い 世 界 と の 関 係 構

築 の た め に 取 り 入 れ た 。 こ の 重 要 な 出 会 い は 、 ア ダ ム ス と ヨ ー ス テ ン

の 人 生 を 変 え た だ け で な く 、 日 本 と 西 洋 諸 国 と の 緻 密 な 関 係 の 基 礎 を

築 い た 。

出 典 ： 「 大 坂 市 」 ： 大 坂 鳥 瞰 図 、 1 6 6 9 年 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 。 地

図 ・ 版 画 ・ 出 版 物 ハ ン ス ＆ エ ヴ ァ ・ コ ッ ク 、 記 録 グ ル ー プ4.HEK 、 目 録

番 号 。MC299 。

出 典 ： 『 ウ ィ ル ・ ア ダ ム ス　 日 本 で 最 初 の 英 国 人 』 ウ ィ

リ ア ム ・ ダ ル ト ン 。 ジ ョ ー ジ ・ ル ー ト レ ッ ジ ＆ サ ン ズ 、

1 8 9 9 年 。 表 紙 （ 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵 ） 。

出 典 ： ウ ィ リ ア ム ・ ダ ル ト ン の 著 書 『 ウ ィ ル ・ ア ダ ム ス　

日 本 で 最 初 の 英 国 人 （Will Adams: the first Englishm
an in Japan ） 』 （ ロ ン ド ン 。 ジ ョ ー ジ ・ ル ー ト レ ッ ジ ＆ サ

ン ズ 、 1 8 6 6 年 ） に お け る 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 が 想 像 し た

ア ダ ム ス と 将 軍 の 出 会 い
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TOKUGAWA IEYASU AND THE DAWN OF 
DUTCHJAPANESE RELATIONS

DR. FREDERIK CRYNS
Professor of Japanese history at the 
International Research Center for 
Japanese Studies, Kyoto, Japan

The arrival of the Dutch ship the Liefde on 
Japanese shores in 1600 marked the begin
ning of a significant chapter in Japan’s for
eign relations, one that would fundamentally 
alter the course of both Japanese and Dutch 
history. To understand how Tokugawa Ieyasu 
perceived this event and why he embraced 
the Dutch presence, we must examine the 
broader context of his life, ambitions, and 
diplomatic vision.

THE RISE OF A DIPLOMATIC STRATEGIST

Born in 1543 during the tumultuous Sen
goku period, Ieyasu spent his early years as 
a hostage, first to the Oda clan and later to 
the Imagawa. These formative experiences 
taught him the value of patience, strategic 
alliancebuilding, and careful observation —

traits that would define his leadership style. 
Following the death of Oda Nobunaga in 1582 
and Toyotomi Hideyoshi in 1598, Ieyasu care
fully positioned himself as the predominant 
political force in Japan, culminating in his 
decisive victory at Sekigahara in 1600.
 This victory secured Ieyasu’s position 
as Japan’s de facto ruler. He established the 
Tokugawa shogunate in 1603, and despite 
nominally retiring in 1605 and passing the 
title of shogun to his son Hidetada, he con
tinued to wield ultimate authority as  Ōgosho 
(retired shogun) from his base in Sunpu 
(modern  day Shizuoka).
 Unlike his predecessors who relied 
heavily on military conquest, Ieyasu’s 
approach to unifying and ruling Japan was 
characterised by diplomatic savvy, strategic 
alliances, and careful balance of power —
qualities that would also define his approach 
to foreign relations. His primary objective 
was establishing lasting peace and pros
perity following decades of civil war, and he 
recognised that trade would be essential to 
achieving this goal.
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the great  
unifier’s welcome

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ン
ス

1
6
0
0
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
が
日
本

の
海
岸
に
漂
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
対
外

関
係
に
お
け
る
重
要
な
章
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
章

以
降
、
日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
両
国
の
歴
史
が
根
本
的

に
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
徳
川
家
康
が
こ
の
出

来
事
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
な
ぜ
オ
ラ
ン
ダ

を
受
け
入
れ
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼

の
人
生
、
志
、
外
交
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
幅
広
い
背

景
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

外
交
戦
略
家
の
台
頭

激
動
の
戦
国
時
代
、
1
5
4
3
年
に
生
ま
れ
た
家

康
は
、
織
田
氏
、
後
に
今
川
氏
の
人
質
と
し
て
幼

少
期
を
過
ご
し
た
。
こ
の
成
長
期
の
経
験
に
よ
り
、

家
康
は
、
忍
耐
、
戦
略
的
同
盟
の
構
築
、
鋭
い
洞

察
力
と
い
っ
た
、
彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
特
徴

づ
け
る
価
値
観
を
養
っ
た
。
1
5
8
2
年
に
織
田

信
長
、
1
5
9
8
年
に
豊
臣
秀
吉
が
死
去
し
た
後
、

家
康
は
日
本
の
天
下
人
と
し
て
慎
重
に
地
位
を
築

い
て
い
き
、
1
6
0
0
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
決

定
的
な
勝
利
を
収
め
る
に
至
っ
た
。

こ
の
勝
利
に
よ
り
、
家
康
は
日
本
の
事

実
上
の
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

1
6
0
3
年
に
江
戸
幕
府
を
開
き
、
1
6
0
5
年

に
将
軍
職
を
息
子
の
秀
忠
に
譲
っ
て
名
目
上
は
隠

退
し
た
も
の
の
、
駿
府
（
現
在
の
静
岡
）
を
拠
点

に
大
御
所
と
し
て
実
権
を
握
り
続
け
た
。

軍
事
に
よ
る
勢
力
拡
大
に
大
き
く
頼
っ

て
い
た
そ
れ
以
前
の
天
下
人
と
は
異
な
り
、
家
康

の
天
下
統
一
と
統
治
へ
の
手
法
は
、
外
交
的
手
腕
、

戦
略
的
同
盟
関
係
、
慎
重
な
勢
力
の
均
衡
管
理
を

特
徴
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
対
外
政
策
に
お
け

る
彼
の
手
法
の
特
徴
で
も
あ
っ
た
。
家
康
の
第
一

の
目
標
は
、
数
十
年
に
わ
た
る
内
戦
を
後
に
、
恒

久
的
な
平
和
と
繁
栄
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
貿
易
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
た
。

全
方
位
外
交
と
通
商
政
策

家
康
は
、
今
日
学
者
た
ち
が
「
全
方
位
外
交
」
と

呼
ぶ
も
の
を
追
求
し
た
。
つ
ま
り
、
外
交
関
係
を

一
部
の
特
定
相
手
と
結
ぶ
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
潜
在
的
な
相
手
と
有
益
な
関
係
を
築
こ
う
と
す

る
現
実
的
な
外
交
手
段
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、

政
治
的
自
律
を
保
ち
つ
つ
、
日
本
の
経
済
発
展
を

支
え
る
安
定
し
た
国
際
環
境
を
作
り
出
す
と
い

う
、
よ
り
広
範
な
戦
略
的
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

秀
吉
の
死
後
、
家
康
は
直
ち
に
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
近
隣
諸
国
と
の

外
交
関
係
の
修
復
に
着
手
し
た
。
1
6
0
7
年
に

は
朝
鮮
王
朝
と
の
正
式
な
国
交
回
復
に
成
功
し
、

徳 川 家 康

長 く 続 い た 平 和 の 創 始 者

徳 川 家 康 （ 1 5 4 3 年 〜 1 6 1 6 年 ） は 、 1 6 0 3 年 か ら 1 8 6 8

年 ま で 日 本 を 統 治 し た 徳 川 幕 府 の 創 設 者 で あ り 初 代 将 軍 で あ る 。 戦

国 乱 世 の 中 、 家 康 は 卓 越 し た 戦 略 的 手 腕 を 発 揮 し 、 1 6 0 0 年 の

関 ヶ 原 の 戦 い で 決 定 的 な 勝 利 を 収 め 、 彼 の 指 揮 の も と で 日 本 は 統 一

さ れ た 。 家 康 は 将 軍 と し て 、 幕 藩 体 制 と 呼 ば れ る 独 自 の 政 治 体 制 を

確 立 し た 。 幕 府 が 中 央 の 権 威 を 維 持 し 、 地 方 の 大 名 が 将 軍 の 監 督 の

も と で 大 幅 な 自 治 権 を 持 っ て 藩 を 統 治 す る と い う も の で あ る 。 家 康

は 日 本 を 孤 立 さ せ る の で は な く 、 積 極 的 に 外 国 と の 貿 易 や 外 交 関 係

を 奨 励 し 、 ヨ ー ロ ッ パ の 列 強 や ア ジ ア の 近 隣 諸 国 と 重 要 な 商 業 的 つ

な が り を 築 い た 。 後 に 鎖 国 政 策 を 実 施 し た の は 、 家 康 の 後 継 者 、 特 に

息 子 の 秀 忠 と 孫 の 家 光 で あ っ た 。 家 康 の 政 策 に よ り 、 江 戸 時 代 と い

う ２ 世 紀 以 上 続 い た 平 和 時 代 の 基 礎 が 築 か れ 、 文 化 と 社 会 が 繁 栄 し

た 。 天 下 統 一 と 国 づ く り を 成 し 遂 げ た 家 康 の 功 績 は 、 今 も 日 本 の 歴

史 に お い て 重 視 さ れ て い る 。

出 典 ： 徳 川 家 康 の 肖 像 、 大 坂 城 天 守 閣 。
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WILLIAM ADAMS AND 
JAN   JOOSTEN LODENSTEIJN: 
PERSONAL CONNECTIONS

Among the Liefde’s surviving crew were the 
English pilot William Adams and the Dutch 
merchant Jan Joosten van Lodensteijn. After 
initial scepticism, Ieyasu recognised their 
potential value as sources of knowledge 
about European affairs, technology, and navi
gation. His decision to make both men hat-
amoto (direct retainers of the shogun) and 
provide them with estates near Edo reflected 
both his personal interest in them and his 
strategic assessment of their utility.
 Through his conversations with Adams 
(known in Japan as Miura Anjin), Ieyasu gained 
valuable insights into European politics, sci
ence, mathematics, and navigation. Adams 
constructed Westernstyle ships for Ieyasu 
and served as an advisor on foreign rela
tions, particularly regarding European powers. 
Lodensteijn similarly served as a trusted advi
sor on commercial matters and helped facili
tate trade between Japan and other nations.
 The personal relationship between 
Ieyasu and these two Europeans exemplified 
his broader approach to foreign relations —
combining curiosity about new technologies 
and knowledge with pragmatic diplomatic 
and commercial considerations.

A SPECIAL AFFINITY FOR THE DUTCH

Among all the foreign nations Ieyasu engaged 
with, he developed a particular fondness for 

the Dutch. This preference was evident in his 
personal correspondence with Prince Mau
rice of Nassau, Stadtholder of the United 
Provinces. When the Dutch envoy Nicolaes 
Puyck delivered Prince Maurice’s letter to 
Ieyasu in 1609, Ieyasu’s response expressed 
genuine enthusiasm for Dutch friendship. 
According to one of his replies, Ieyasu read 
the Dutch prince’s letter “again and again,” 
indicating his pleasure at receiving corre
spondence from such a distant ruler.
 During Jacques Specx’s audience with 
Ieyasu in 1611, Japanese officials noted with 
astonishment the unusually warm recep
tion Ieyasu gave the Dutch representatives. 
Honda Masazumi and Gotō Shōzaburō, who 
escorted Specx after the audience, remarked 
that they were surprised by “the familiar 
speech of His Majesty, as it is not customary 
in this country for the emperor (Ieyasu), even 
when speaking to his great lords... to use 
many words.” They observed that “the Portu
guese ambassador departed without hearing 
a single word from His Majesty, and the one 
from the Castilians fared not much better.”
 Ieyasu’s favourable view of the Dutch 
was further demonstrated when he defended 
their right to trade in Japan against Portu
guese and Spanish objections. When Span
ish envoy Sebastian Vizcaino demanded 
the expulsion of the Dutch in 1611, Ieyasu 
famously declared, “My country is free for 
all foreign nations and open to all,” adding 
that the conflicts between European powers 
should “be settled between your nations.”

OMNIDIRECTIONAL DIPLOMACY  
AND TRADE POLICIES

Ieyasu pursued what scholars today call 
“omnidirectional diplomacy” — a pragmatic 
approach to foreign relations that sought 
to establish beneficial connections with 
all potential partners rather than limiting 
Japan to exclusive relationships. This policy 
stemmed from his broader strategic vision 
of creating a stable international environ
ment that would support Japan’s economic 
development while preserving its political 
autonomy.
 After Hideyoshi’s death, Ieyasu imme
diately began repairing diplomatic relations 
with neighbouring countries damaged by 
 Hideyoshi’s Korean campaigns. He success
fully restored formal relations with the 
Korean Joseon dynasty by 1607 and pursued 
diplomatic exchanges with various Southeast 
Asian rulers, including those in Annam (north
ern Vietnam), Cochinchina (southern Vietnam), 
Champa (central Vietnamese coast), Siam 
(Thailand), Cambodia, and Patani (Malay 
Peninsula).
 Domestically, Ieyasu implemented 
trade policies that encouraged economic 
growth while maintaining shogunal control. 
He established the “redseal ship” (shuin-
sen) system, which granted official trading 
licences to Japanese merchants and foreign 
traders. This system allowed the shogunate 
to regulate foreign trade.

THE DUTCH ARRIVAL IN CONTEXT

The arrival of the Dutch ship the Liefde in April 
1600 coincided with a critical moment in 
Ieyasu’s rise to power. When informed that a 
foreign vessel had landed in Bungo Province, 
Ieyasu, who was then based in Osaka Castle, 
immediately displayed interest despite being 
occupied with domestic political manoeu
vring. This response reflected his recognition 
of the potential diplomatic and economic sig
nificance of this encounter.
 The Dutch arrival was particularly 
welltimed for Ieyasu’s strategic interests. 
Japan had been dependent on Portuguese 
traders as intermediaries for Chinese raw 
silk imports — a vital commodity for Japan’s 
textile industry. The Portuguese monopoly 
allowed them to charge exorbitant prices. 
Ieyasu saw in the Dutch the potential for 
breaking this monopoly and diversifying 
Japan’s trading partners.
 Moreover, the religious and political 
dimensions of European rivalries were not 
lost on Ieyasu. The Protestant Dutch and 
English were engaged in conflict with Catho
lic Spain and Portugal, which aligned with 
Ieyasu’s growing concerns about the political 
influence of Catholic missionaries in Japan. 
When the Jesuit missionaries attempted to 
discredit the Dutch as pirates, Ieyasu refused 
to be swayed by their accusations, demon
strating his independent judgment in foreign 
affairs.

信
頼
で
き
る
通
商
顧
問
と
し
て
、
日
本
と
諸
外
国

と
の
貿
易
を
円
滑
に
進
め
る
手
助
け
を
し
た
。

家
康
と
こ
の
2
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と

の
個
人
的
な
関
係
は
、
新
し
い
技
術
や
知
識
に
関

心
を
持
つ
一
方
で
、
現
実
的
な
外
交
お
よ
び
商
業

に
も
配
慮
す
る
と
い
う
、
家
康
の
広
い
視
野
を

も
っ
た
対
外
政
策
の
姿
勢
を
具
現
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
へ
の
特
別
な
好
意

家
康
は
関
係
の
あ
っ
た
諸
外
国
の
中
で
も
、
特
に

オ
ラ
ン
ダ
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
。
こ
の
好
意
は
、

オ
ラ
ン
ダ
総
督
オ
ラ
ニ
エ
公
マ
ウ
リ
ッ
ツ
・
フ
ァ

ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
と
の
文
通
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

1
6
0
9
年
、
オ
ラ
ン
ダ
使
節
ニ
コ
ラ
ス
・
ポ
イ

ク
が
マ
ウ
リ
ッ
ツ
公
の
書
簡
を
家
康
に
届
け
た

際
、
家
康
は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
友
好
に
心
か
ら
熱
意

を
表
し
て
い
た
と
い
う
。
家
康
の
返
信
書
簡
の
一

つ
に
は
、
彼
は
、
は
る
か
遠
く
の
オ
ラ
ン
ダ
の
君

主
か
ら
の
手
紙
を
「
何
度
も
何
度
も
」
読
み
返
し

た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

1
6
1
1
年
に
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
ペ
ッ
ク
ス

が
家
康
に
謁
見
し
た
際
、
家
康
の
側
近
た
ち
は
、

家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
の
使
節
を
異
例
な
ほ
ど
温
か
く

迎
え
た
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
謁
見
の

後
、
ス
ペ
ッ
ク
ス
に
付
き
添
っ
た
本
多
正
純
と
後

藤
庄
三
郎
は
、「
た
と
え
大
名
と
話
す
と
き
で
も
、

多
弁
で
な
い
の
が
普
通
な
の
に
、
親
し
げ
に
お
話

し
に
な
る
の
に
驚
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
は
将
軍
の
お
言
葉
を
一
言
も

聞
く
こ
と
な
く
退
出
し
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
（
ス

ペ
イ
ン
）
人
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
す
る
家
康
の
好
意
的

な
態
度
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
の
反
対
に

も
関
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
の
日
本
で
貿
易
す
る
権

利
を
擁
護
し
た
と
き
に
も
示
さ
れ
た
。
1
6
1
1

年
、
ス
ペ
イ
ン
の
使
節
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ビ
ズ

カ
イ
ノ
が
オ
ラ
ン
ダ
人
の
追
放
を
要
求
し
た
と
き
、

家
康
は
「
わ
が
国
は
す
べ
て
の
外
国
に
対
し
て
自

由
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る
」
と

宣
言
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
間
の
争
い
は
「
あ
な

た
方
の
国
の
間
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
付
け

加
え
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

知
識
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
探
求

オ
ラ
ン
ダ
人
を
歓
迎
し
た
家
康
の
姿
勢
は
、
彼
が

示
し
た
新
し
い
知
識
、
技
術
、
製
品
へ
の
高
い
関

心
と
合
致
す
る
。
家
康
は
技
術
革
新
や
外
国
か
ら

の
学
問
に
対
し
て
驚
く
ほ
ど
関
心
を
も
っ
て
い
た
。

彼
は
時
計
、
眼
鏡
、
そ
の
他
の
西
洋
の
品
々
を
収

集
し
、
ア
ダ
ム
ス
か
ら
数
学
と
幾
何
学
を
学
ん
だ
。

ま
た
、
古
典
の
収
集
に
も
熱
心
で
、
約
1
万
冊
の

蔵
書
を
誇
る
駿
河
文
庫
を
城
内
に
設
立
し
た
。

こ
の
知
的
好
奇
心
は
実
用
化
に
も
及
ん
だ
。

家
康
は
日
本
の
金
銀
の
産
出
量
を
増
や
す
た
め
の

鉱
山
技
術
の
開
発
を
支
援
し
、
作
物
の
収
穫
量
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
新
し
い
農
業
技
術
の
採
用
を
奨

励
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
が
優
れ
た
造
船
技

術
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
家
康
は
、
ア
ダ
ム

ス
と
リ
ー
フ
デ
号
の
オ
ラ
ン
ダ
人
元
乗
組
員
た
ち

に
西
洋
式
船
の
建
造
を
命
じ
た
。
彼
は
、
そ
の
技
術

が
軍
事
的
に
も
商
業
的
に
も
大
き
な
利
点
を
も
た

ら
す
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

安
南
（
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）、
コ
ー
チ
シ
ナ
（
ベ
ト
ナ

ム
南
部
）、
チ
ャ
ン
パ
（
ベ
ト
ナ
ム
中
部
沿
岸
）、

シ
ャ
ム
（
タ
イ
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
パ
タ
ニ
（
マ

レ
ー
半
島
）
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な

支
配
者
と
の
外
交
交
流
を
推
進
し
た
。

国
内
で
は
、
家
康
は
幕
府
の
統
制
を
維

持
し
な
が
ら
経
済
成
長
を
促
す
貿
易
政
策
を
実
施

し
た
。
家
康
は
朱
印
船
貿
易
制
度
を
創
設
し
、
日

本
の
商
人
や
外
国
人
貿
易
商
に
公
的
な
貿
易
許
可

を
与
え
た
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
幕
府
は
外
国
貿

易
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

オ
ラ
ン
ダ
船
到
着
の
背
景

1
6
0
0
年
4
月
の
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ
号
の

来
航
は
、
家
康
の
決
定
的
な
権
力
掌
握
時
期
と
重

な
る
。
当
時
大
坂
城
に
い
た
家
康
は
、
豊
後
国
に

外
国
船
が
来
航
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
国

内
の
政
局
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
直
ち
に
関
心
を
示
し
た
。
こ
の
反
応
は
、

こ
の
出
会
い
が
外
交
的
、
経
済
的
に
重
要
な
意
味

を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
家
康
が
認
識
し
て

い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
船
の
到
着
は
、
家
康
の
戦
略

的
な
利
害
関
係
に
と
っ
て
特
に
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
。
日
本
は
、
繊
維
産
業
に
と
っ
て
不
可
欠

な
中
国
の
生
糸
輸
入
に
お
い
て
仲
介
者
で
あ
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
商
人
に
依
存
し
て
い
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
独
占
貿
易
の
た
め
、
法
外
な
価
格
が
請
求
さ
れ

た
。
家
康
は
オ
ラ
ン
ダ
に
、
こ
の
独
占
状
態
を
打

破
し
、
日
本
の
貿
易
相
手
を
多
様
化
で
き
る
可
能

性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
的
お
よ

び
政
治
的
対
立
の
側
面
を
家
康
は
見
逃
さ
な
か
っ

た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス

が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と

対
立
し
て
い
た
こ
と
は
、
家
康
が
カ
ト
リ
ッ
ク
宣

教
師
の
政
治
的
影
響
力
の
高
ま
り
を
懸
念
し
て
い

た
こ
と
と
合
致
し
て
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教

師
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
人
に
海
賊
の
汚
名
を
着
せ
よ

う
と
し
た
と
き
、
家
康
は
彼
ら
の
非
難
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
外
交
問
題
に
お
い
て
独
自
の
判
断

を
下
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
と
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
・

ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ン
と
の
個
人
的
な
つ
な
が
り

リ
ー
フ
デ
号
の
生
き
残
っ
た
乗
組
員
の
中
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
人
の
航
海
士
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム

ス
と
オ
ラ
ン
ダ
人
の
商
人
ヤ
ン
・
ヨ
ー
ス
テ
ン
・

フ
ァ
ン
・
ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ン
が
い
た
。
当
初
懐

疑
的
で
あ
っ
た
家
康
は
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情

勢
、
技
術
、
航
海
術
に
関
す
る
知
識
源
と
し
て
潜

在
的
な
価
値
が
あ
る
こ
と
を
見
て
取
っ
た
。
二
人

を
旗
本
（
将
軍
直
属
の
家
臣
）
と
し
、
江
戸
近
郊

に
領
地
を
与
え
る
と
い
う
決
断
を
下
し
た
の
は
、

家
康
が
彼
ら
に
個
人
的
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の

と
、
彼
ら
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を
戦
略
的
観
点
か

ら
評
価
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

ア
ダ
ム
ス
（
日
本
で
は
三
浦
按
針
と
し

て
知
ら
れ
る
）
と
の
会
話
を
通
じ
て
、
家
康
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
、
科
学
、
数
学
、
航
海
術
に

関
す
る
貴
重
な
見
識
を
得
た
。
ア
ダ
ム
ス
は
家
康

の
た
め
に
西
洋
式
の
船
を
建
造
し
、
外
交
関
係
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
に
関
す
る
外
交
顧
問
と

し
て
活
躍
し
た
。
ロ
ー
デ
ン
ス
テ
イ
ン
も
同
様
に
、
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2

A QUEST FOR KNOWLEDGE AND 
INNOVATION

Ieyasu’s embrace of the Dutch was consist
ent with his welldocumented interest in 
new knowledge, technologies, and products. 
Unlike many of his contemporaries, Ieyasu 
was remarkably open to innovation and for
eign learning. He collected timepieces, eye
glasses, and other Western curiosities, and 
learned mathematics and geometry from 
Adams. He was also an avid collector of 
classical works and established the Suruga 
Library in his castle, which contained approx
imately 10,000 volumes.
 This intellectual curiosity extended 
to practical applications. Ieyasu supported 
the development of mining technology to 
increase Japan’s silver and gold production, 
and he encouraged the adoption of new agri
cultural techniques to improve crop yields. 
When Ieyasu learned that the Dutch and Eng
lish possessed superior shipbuilding technol
ogy, he tasked Adams and the former Dutch 
crew of the Liefde with constructing West
ernstyle vessels, recognising their potential 
military and commercial advantages.

LEGACY OF PRAGMATIC OPENNESS

Ieyasu’s reception of the Dutch established 
a pattern of controlled openness in Japan’s 
foreign relations that would characterise 
early Tokugawa policy. Rather than pursuing 
isolation, Ieyasu sought to manage foreign 
influences in ways that would benefit Japan 

economically and technologically while mini
mising potential political disruptions.
 When Ieyasu granted trading privileges 
to the Dutch East India Company in 1609, 
allowing them to establish a trading post in 
Hirado, he did so as part of his broader strategy 
of diplomatic and commercial diversification. 
In his 1609 letter to Prince Maurice authoris
ing Dutch trade, Ieyasu wrote that despite “a 
distance of thousands of miles of waves and 
clouds between us,” he desired a friendship 
“as close as neighbouring countries.” He con
cluded with the hope that Dutch ships would 
continue to come to Japan regularly.
 Ieyasu’s approach to the Dutch 
reflected his broader diplomatic philosophy: 
genuine warmth and openness combined 
with careful strategic calculation. While he 
welcomed Dutch trade and correspondence 
with enthusiasm, he also ensured that these 
relations developed within a framework that 
served Japan’s interests. This thoughtful bal
ance of openness and control would influ
ence Japanese foreign policy for generations, 
even as later shoguns shifted toward more 
restrictive measures.
 Ieyasu’s reception of the Dutch must 
be understood as an extension of the diplo
matic acumen and strategic vision that ena
bled him to unify Japan and establish the 
longlasting Tokugawa peace. The legacy of 
this initial encounter would endure long after 
his death in 1616, shaping more than two 
centuries of DutchJapanese relations.
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実
利
的
開
放
政
策

家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
人
を
歓
迎
し
た
こ
と
か
ら
、
日

本
の
対
外
関
係
に
お
い
て
「
制
御
さ
れ
た
開
国
」

と
い
う
方
針
の
先
例
を
築
き
、
こ
れ
は
初
期
徳
川

政
権
の
外
交
政
策
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
た
。
家

康
は
鎖
国
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
的
混

乱
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
経
済
的
、
技
術
的

に
日
本
に
利
益
を
も
た
ら
す
方
法
で
外
国
の
影
響

を
管
理
し
よ
う
と
し
た
。

1
6
0
9
年
、
家
康
が
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
に
貿
易
特
権
を
与
え
、
平
戸
に
商
館
を

設
置
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
は
、
外
交
と
商
業

の
多
角
化
と
い
う
広
い
視
点
に
立
っ
た
戦
略
の
一

環
で
あ
っ
た
。
家
康
は
、
1
6
0
9
年
に
マ
ウ

リ
ッ
ツ
公
に
宛
て
た
オ
ラ
ン
ダ
に
貿
易
を
許
可
す

る
書
簡
の
中
で
、「
わ
れ
わ
れ
の
間
に
は
何
千
里
も

の
波
と
雲
の
距
離
が
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
隣
国
の
よ
う
に
親
密
な
」
友
好
関
係
を
望
ん
で

い
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が

定
期
的
に
日
本
に
来
航
し
続
け
る
こ
と
を
希
望
す

る
、
と
結
ん
で
い
る
。

家
康
の
オ
ラ
ン
ダ
に
対
す
る
姿
勢
は
、

彼
の
複
眼
的
な
外
交
思
想
を
体
現
し
て
い
た
。
す

な
わ
ち
、
真
の
友
好
と
寛
容
さ
を
示
し
つ
つ
も
、

綿
密
に
計
算
さ
れ
た
戦
略
的
判
断
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
。
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
通
商
や
書
簡
の
や

り
取
り
を
熱
意
を
も
っ
て
歓
迎
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
関
係
が
日
本
の
国
益
に
か
な
う
枠
組
み
の
中
で

発
展
す
る
よ
う
、
巧
み
に
統
制
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
開
放
」
と
「
統
制
」
を
絶

妙
に
両
立
さ
せ
た
姿
勢
は
、
後
の
将
軍
た
ち
が

よ
り
制
限
的
な
方
針
へ
と
転
じ
た
後
も
、
長
く

日
本
の
対
外
政
策
に
影
響
を
与
え
続
け
る
こ
と

に
な
る
。家

康
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
歓
迎
は
、
日

本
を
統
一
し
、
長
く
続
く
徳
川
の
平
和
を
確
立
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
彼
の
外
交
的
洞
察
力
と
戦

略
的
展
望
の
延
長
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
た
邂
逅
の
遺
産
は
、
1
6
1
6

年
の
彼
の
死
後
も
長
く
続
き
、
2
世
紀
以
上
に
わ

た
る
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
関
係
を
形
作
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス の 旅 

日 本 か ら 出 し た 手 紙 

1 7 0 6 年 、 オ ラ ン ダ の 出 版 社 ピ ー タ ー ・ フ ァ

ン ・ デ ル ・ ア ー は 、 『 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス の 2 通 の 手

紙 。 1 5 9 8 年 、 5 隻 の 船 で オ ラ ン ダ か ら 東 イ ン ド へ

向 け て 出 航 し て か ら の 船 旅 。 そ し て 日 本 で の 出 会 い 』

を 出 版 し た 。

こ れ に は 、 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス が 書 い た 2 通 の

手 紙 が 収 め ら れ て お り 、 1 通 は 「 見 知 ら ぬ 友 人 や 同 国

人 」 に 宛 て た も の 、 も う 1 通 は イ ギ リ ス の 妻 に 宛 て た

も の で あ る 。 こ の 手 紙 に は 、 1 5 9 8 年 に 5 隻 の 船 で

オ ラ ン ダ か ら ア ジ ア へ 渡 っ た こ と 、 そ し て そ の 後 の 日

本 で の 体 験 が 如 実 に 書 か れ て い る 。 フ ァ ン ・ デ ル ー ・

ア ー の 出 版 物 は 、 17 世 紀 初 頭 の 航 海 、 異 文 化 と の 出 会

い 、 ヨ ー ロ ッ パ と 日 本 と の 関 係 構 築 の 複 雑 さ に つ い て

の 貴 重 な 洞 察 を 提 供 し て い る 。

以 下 の オ ラ ン ダ 語 原 文 か ら の 抜 粋 は 、 ア ダ ム ス

が 「 日 本 の 王 」 と 称 し た 徳 川 家 康 と 謁 見 し た 時 の 様 子

を 描 写 し て い る 。

和 訳 ：

「 1 6 0 0 年 5 月 12 日 、 私 は 大 王 ﹇ 家 康 ﹈ の 都 市

に 到 着 し 、 御 殿 に 連 れ て こ ら れ た 。 御 殿 は 信 じ ら れ な

い ほ ど 高 価 な 家 で 、 金 箔 が 貼 ら れ 、 ふ ん だ ん に 金 で 装

飾 さ れ て い た 。 王 は 私 を 注 意 深 く 観 察 し 、 私 に 好 意 的

で あ る よ う に 思 わ れ た 。

王 は し き り に 身 振 り 手 振 り を し た が 、 私 に は そ の

意 味 が 部 分 的 に し か 理 解 で き な か っ た 。 し か し 、 つ い

に ポ ル ト ガ ル 語 を 話 せ る 人 が 現 れ 、 そ の 人 を 通 し て 王

は 私 に 、 私 が ど の 国 か ら 来 た の か 、 そ し て 何 が 私 た ち

を 遠 く 離 れ た 彼 の 国 に 来 さ せ た の か と 尋 ね た 。 私 の 祖

国 は ど こ な の か 、 我 が 国 は 長 い 間 ア ジ ア の 地 を 求 め て

い た こ と 、 我 が 国 に は こ の 国 に は な い 様 々 な 有 益 な も

の が あ り 、 そ の 見 返 り と し て 我 が 国 に は な い 品 物 を こ の

国 で 買 お う と し て い る こ と か ら 、 交 易 を 通 じ て す べ て の

王 侯 と 友 好 関 係 を 結 ぼ う と し て い る こ と を 説 明 し た 。 」

出 典 ： 『 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス の 2 通 の 手 紙 。 1 5 9 8 年 、 5

隻 の 船 で オ ラ ン ダ か ら 東 イ ン ド へ 向 け て 出 航 し て か ら の 船

旅 。 そ し て 日 本 で の 出 会 い 』 1 7 0 6 年 出 版 社 ピ ー タ ー ・

フ ァ ン ・ ダ ー ・ ア （ 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵 ）
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ヤ ン ・ ヨ ー ス テ ン ・ フ ァ ン ・ ロ ー デ ン ス テ イ ン　

オ ラ ン ダ 商 人 兼 徳 川 の 顧 問

ヤ ン ・ ヨ ー ス テ ン ・ フ ァ ン ・ ロ ー デ ン ス テ イ ン （ 1 5 5 6 年 頃 〜

1 6 2 3 年 ） は オ ラ ン ダ 商 人 で 、 イ ギ リ ス 人 の ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス

と と も に 1 6 0 0 年 に リ ー フ デ 号 で 来 日 し た 。 徳 川 家 康 の 信 頼 を 得

て 、 外 交 や 貿 易 の 顧 問 と し て 重 用 さ れ た 。 江 戸 （ 現 在 の 東 京 ） に 屋 敷 を

与 え ら れ 、 そ の 地 は 彼 の 日 本 名 、 八 重 洲 （ や よ う す ） に 由 来 す る 「 八 重

洲 」 と し て 知 ら れ る よ う に な っ た 。 朱 印 船 貿 易 に 従 事 し 、 東 南 ア ジ ア

を 巡 り 富 を 築 い た 。 彼 が 日 本 社 会 に 溶 け 込 み 、 初 期 の 日 蘭 関 係 に 貢 献

し た こ と は 、 東 京 の 八 重 洲 地 区 に あ る 記 念 碑 で 称 え ら れ て い る 。

出 典 ： ヤ ン ・ ヨ ー ス テ ン ・ フ ァ ン ・ ロ ー デ ン ス テ イ ン の 胸 像 、 リ ー フ デ 号 資 料 館 、

臼 杵 市 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト

3
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オ ラ ン ダ 船 に 日 本 を 開 い た 1 6 0 9 年 の 朱 印 状 の 原 本

将 軍 の 朱 印 が 押 さ れ た こ の 通 商 許 可 証 、 つ ま り

朱 印 状 が 、 日 本 に お け る オ ラ ン ダ の 貿 易 活 動 の 始 ま り

で あ る 。 1 6 0 9 年 の 朱 印 状 は 、 2 隻 の オ ラ ン ダ 船 が

平 戸 に 到 着 し た 後 、 徳 川 家 康 に よ っ て 交 付 さ れ た 。 こ

の 朱 印 状 に よ り 、 オ ラ ン ダ 東 イ ン ド 会 社 に 日 本 の す べ

て の 港 で 自 由 に 貿 易 を 行 う 権 利 が 与 え ら れ 、 日 蘭 関 係

が 正 式 に 始 ま っ た 。 日 本 語 で 書 か れ 、 家 康 の 朱 印 が 押

さ れ た こ の 朱 印 状 は 、 ポ ル ト ガ ル や ス ペ イ ン な ど の カ

ト リ ッ ク 勢 力 の 影 響 力 を 制 限 す る 一 方 で 、 統 制 さ れ た

外 国 貿 易 を 促 進 し よ う と す る 幕 府 の 関 心 を 反 映 す る も

の で あ る 。 こ の 許 可 証 に よ り 、 オ ラ ン ダ が 商 業 目 的 に

日 本 に 駐 在 す る こ と を 合 法 化 し た だ け で な く 、 宗 教 的

ま た は 植 民 地 的 野 心 よ り も む し ろ 、 相 互 利 益 に 基 づ く

独 特 の 実 用 的 な 関 係 を 築 く 基 盤 と な っ た 。

原 文 ：

お ら ん た 船 日 本 江 渡 海 之 時 何 之 浦 ニ 雖 為 着 岸 不

可 有 相 違 候 向 後 守 此 旨 無 実 儀 可 被 往 来 聊 疎 意 有 間 敷 候

也 以 如 件
慶 長 拾 四 年 七 月 廿 五 日

（ 印 ）

ち ゃ く す く る う ん へ い け

書 き 下 し 文 ：

お ら ん だ 船 、 日 本 へ 渡 海 の 時 、 何 の 浦 に 着 岸 為 す

と 雖 も 、 相 違 有 る べ か ら ず 候 。 向 後 、 此 の 旨 を 守 り 、 実

儀 無 く し て 往 来 す べ く 候 。 聊 か 疎 意 有 る べ か ら ず 候 な

り 。 以 て 件 の 如 し 。

（ 印 ）

ち ゃ く す く る う ん へ い け

DUTCH ENVOYS ARRIVE IN JAPAN WITH A 
PROPOSAL FOR TRADE

In 1609, Dutch merchants Nicolaes Puyck 
and Abraham van den Broek were part of 
an expedition to Japan, with two ships: De 
Griffioen (The Griffin) and Roode Leeuw met 
Pijlen (Red Lion with Arrows). Upon arrival, 
they sought to establish formal trade rela-
tions with Japan. Assisted by Melchior van 
Santvoort, a survivor of De Liefde, they 
secured an audience with the shogun. Dur-
ing this meeting, they presented a letter 
from Prince Maurice of Nassau, expressing 
the Dutch Republic’s interest in trade and 
friendship.  

THE FIRST DUTCH TRADE PASS
A New Era of Commerce

Impressed by the Dutch delegation and seek-
ing to counterbalance Portuguese influence, 
Ieyasu granted the Dutch extensive trading 
rights. He issued a shuinjō (red-seal permit) 
on August 24, 1609, allowing the Dutch to 
trade freely in Japan and establish a trading 
post. This permit marked the beginning of 
official Dutch-Japanese trade relations.  
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出 典 ： 将 軍 家 康 が ジ ャ ッ ク ・ フ ル ネ ヴ ェ イ ヘ ン に 日 本

の 全 港 で の 貿 易 を 許 可 し た 通 商 許 可 証 の 原 本 、 付 属 の

漆 箱 、 1 6 0 9 年 8 月 24 日 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、 在

日 オ ラ ン ダ 商 館 、 記 録 グ ル ー プ1.04.21 、 目 録 番 号

1A1 お よ び1A2 。 漆 箱 の 写 真 ： ス ザ ン ヌ ・ フ ァ ン ・ デ ・

ケ ル ク 。
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オ ラ ン ダ 船 に 日 本 を 開 い た 1 6 0 9 年 の 朱 印 状 の 原 本

漆 箱 の 写 真 ： ス ザ ン ヌ ・ フ ァ ン ・ デ ・ ケ ル ク

徳 川 家 康 か ら オ ラ ン ダ の マ ウ リ ッ ツ 公 へ の 書 状

徳 川 家 康 は 、 使 節 ニ コ ラ ス ・ ポ イ ク か ら 届 い た ナ ッ ソ ー 公 マ ウ リ ッ ツ

か ら の 書 簡 に 対 し 、 温 か く 外 交 的 な 返 事 を 書 い た 。 約 1 年 後 、 オ ラ ン ダ に

到 着 し た こ の 重 要 な 書 簡 は オ ラ ン ダ 語 に 翻 訳 さ れ 、『 ネ ー デ ル ラ ン ト お よ び

隣 邦 の 歴 史 』 と い う エ マ ニ ュ エ ル ・ フ ァ ン ・ メ ー テ レ ン が 著 し た 1 6 1 4

年 刊 の オ ラ ン ダ 史 の 総 合 的 な 年 代 記 に 掲 載 さ れ た 。

和 訳 ：

私 、 日 本 の 君 主 た る 者 は 、 遠 き 国 よ り 私 を 訪 ね て こ ら れ た オ ラ ン ダ の

君 主 に 挨 拶 を 申 し 上 げ ま す 。

私 は 、 殿 下 の お 手 紙 と 、 我 ら の 国 が よ り 近 く に あ れ ば よ い と い う ご 希

望 を 大 変 喜 ば し く 思 い ま す 。 そ れ に よ っ て 始 ま っ た 我 ら の 友 好 関 係 を 、 殿

下 の ご 臨 席 に よ っ て さ ら に 維 持 し 深 め る こ と が で き る で し ょ う 。 私 は 殿 下

を 知 ら な い な が ら も 、 心 の 中 で 殿 下 の 姿 を 想 像 し て お り ま す 。 殿 下 の 私 へ

の 好 意 は 、 必 要 で は な か っ た 四 つ の 贈 り 物 を 賜 っ た こ と か ら も 明 ら か で す 。

し か し 、 殿 下 の お 名 前 の た め に 、 私 は そ れ ら を 大 い な る 価 値 を も っ て 受 け

取 り 、 高 く 尊 重 い た し ま す 。

さ ら に 、 殿 下 の 臣 下 で あ る オ ラ ン ダ の 人 々 が 、 そ の 船 で 私 の 国 （ 小 さ

く 貧 し い も の で は あ り ま す が ） に 来 て 、 私 の 臣 下 と 取 引 し 交 易 し よ う と し

て い る の を 見 て 喜 ば し く 思 い ま す 。 彼 ら が 私 の 居 住 地 近 く に 到 着 し て い た

な ら 、 私 は 個 人 的 に 彼 ら を 助 け 支 援 し た い と こ ろ で す が 、 国 の 状 況 で は そ

れ が 叶 い ま せ ん 。 そ れ で も 私 は 、 す で に 行 わ れ て い る よ う に 、 彼 ら に 十 分

な 配 慮 を し 、 す べ て の 代 官 や 私 の 臣 下 に 命 じ て 、 彼 ら が ど の 港 に 来 て も 、

そ の 人 々 や 船 、 商 品 に 対 し て あ ら ゆ る 好 意 と 友 情 を 示 す よ う に い た し ま す 。

殿 下 や 殿 下 の 臣 下 は そ の 反 対 の こ と を 心 配 す る 必 要 は あ り ま せ ん 。 彼 ら は

自 由 に 来 る こ と が で き 、 ま る で 殿 下 の 国 や 自 分 の 国 に 来 た か の よ う に 、 私

の 国 で 商 売 を 続 け る こ と が で き ま す 。 そ し て 、 私 と 私 の 臣 下 と の 間 で 始

ま っ た 友 好 と 同 盟 関 係 は 、 私 の 側 か ら は 減 る こ と な く 、 む し ろ 増 し て い く

で し ょ う 。
私 は 、 そ の 名 と 名 声 が 勇 敢 な 行 為 に よ っ て 全 世 界 に 知 ら れ て い る 殿

下 が 、 そ の よ う な 遠 き 国 の 臣 下 に よ っ て 、 私 の よ う な 劣 っ た 国 に 訪 問 さ せ 、

友 好 を 示 し て く だ さ る こ と に 、 恥 ず か し さ を 感 じ て お り ま す 。 私 は こ れ に

値 し ま せ ん が 、 こ れ が 好 意 か ら 生 じ た も の と 考 え 、 殿 下 の 臣 下 を 友 好 的 に

迎 え 、 彼 ら の 要 請 を 承 諾 せ ざ る を 得 ま せ ん で し た 。 こ の 書 状 は そ の 証 し と

な り 、 彼 ら は 私 の 支 配 下 に あ る す べ て の 地 、 国 、 島 々 で 取 引 し 、 商 売 し 、 彼

ら の 交 易 と 商 品 に 役 立 つ 家 を 建 て る こ と が で き る で し ょ う 。 彼 ら は 今 も 将

来 も 、 妨 げ ら れ る こ と な く 自 由 に 取 引 で き る こ と で し ょ う 。 誰 も 彼 ら を 妨

げ る こ と は な く 、 私 は 彼 ら を 自 分 の 臣 下 の よ う に 保 護 し 支 え ま す 。 ま た 、

こ こ に 残 る こ と に な る 人 々 を 、 今 も 将 来 も 配 慮 し 、 あ ら ゆ る 面 で 彼 ら に 好

意 を 示 す こ と を 約 束 し ま す 。 こ れ に よ り 、 我 々 が 良 き 友 人 で あ り 隣 人 で あ

る こ と が 証 明 さ れ る で し ょ う 。

出 典 ： エ マ ニ ュ エ ル ・ フ ァ ン ・ メ ー テ レ ン 『 ネ ー デ ル ラ ン ト お よ び 隣 邦 の 歴 史 』 ハ ー グ 、

1 6 1 4 年 、 表 紙 （ 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵 ）
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日 蘭 貿 易 の 先 駆 者 ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ ク ス

ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ ク ス （ 1 5 8 9 年 〜 1 6 5 2 年 ） は オ ラ ン ダ 人

商 務 員 で あ り 、 初 期 段 階 の 日 蘭 貿 易 の 確 立 に 貢 献 し た 。 1 6 0 9 年 、

平 戸 に 新 設 さ れ た オ ラ ン ダ 商 館 の 初 代 商 館 長 を 務 め （ 1 6 0 9 年 〜

1 6 1 2 年 、 1 6 1 4 年 〜 1 6 2 1 年 ） 、 日 蘭 間 の 独 特 で 永 続 的 な 商 業

関 係 の 基 礎 を 築 い た 。 ス ペ ッ ク ス は そ の 後 、 1 6 2 9 年 か ら 1 6 3 2

年 ま で オ ラ ン ダ 領 東 イ ン ド 総 督 と な り 、 こ の 地 域 に お け る オ ラ ン ダ の

影 響 力 を さ ら に 強 固 な も の に し た 。     

1 6 3 0 年 頃 に 制 作 さ れ た ス ペ ッ ク ス の 有 名 な 肖 像 画 に は 、 彼

の 著 名 な 地 位 を 反 映 し て 、 当 時 の 服 装 に 身 を 包 ん だ 彼 の 姿 が 描 か れ て

い る 。 こ の 作 品 は 彼 の 肖 像 で あ る だ け で な く 、 ヨ ー ロ ッ パ と 日 本 の 初

期 の 交 流 に お け る 彼 の 重 要 な 役 割 を 歴 史 的 に 証 明 す る も の で も あ る 。

出 典 ： 2 0 0 9 年 に 制 作 さ れ た 17 世 紀 の ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ ク ス の 肖 像 画 の 複 製 。

松 浦 史 料 館 所 蔵 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト

徳 川 家 康 が オ ラ ン ダ の マ ウ リ ッ ツ 公 に 送 っ た

漢 文 の 書 簡 の 写 し

原 文 ：

日 本 国　 源 家 康　 復 章

阿 蘭 陀 国 主　 殿 下

遠 伝
信 書 披 而 見 之 、 則 近 如 対 高 顔 、 殊 投 贈 四 種 之 方

物 、 歓 悦 有 余 抑 従 貴 邦 遣 異 域 兵 船 、 大 将 許 多 軍 衆 之 内 、

到 着 本 邦 松 浦 津 、 与 陋 邦 可 有 和 穆 堅 盟 、 予 所 希 也 、 両

国 同 志 、 則 縦 雖 隔 千 万 重 之 海 陸 、 年 々 往 来 、 何 有 異 哉 、

陋 国 正 無 道 令 帰 有 道 也 、 依 之 渡 海 商 客 安 居 必 矣 、

貴 邦 真 如 路 数 人 被 遣 置 本 邦 、 可 被 立 館 舎 地 、 着 船

之 湊 、 任
貴 国 意 分 与 之 、 自 今 以 往 、 弥 可 修 隣 交 者 也 、 余 事

付 在 船 主 舌 頭 、 惟 時 秋 天 、 残 暑 尤 甚 而 已 、 自 嗇 、 不 備

慶 長 拾 四 龍 集 己 酉 孟 二 十 五 蓂

書 き 下 し 文 ：

日 本 国　 源 家 康　 復 章

阿 蘭 陀 国 主　 殿 下

遠 く 伝 わ る 。

信 書 を 披 き て 之 を 見 れ ば 、 則 ち 近 く し て 高 顔 に

対 す る が 如 し 。 殊 に 四 種 の 方 物 を 投 贈 せ ら る 。 歓 悦 余

り あ り 。 抑 も 貴 邦 よ り 異 域 の 兵 船 を 遣 わ し 、 大 将 ・ 許

多 の 軍 衆 の 内 、 本 邦 の 松 浦 津 に 到 着 し 、 陋 邦 と 和 睦 の

堅 盟 あ る べ き こ と 、 予 の 希 う 所 な り 。 両 国 同 志 な れ ば 、

則 ち 縦 い 千 万 重 の 海 陸 を 隔 つ と 雖 も 、 年 々 往 来 し て 、

何 ぞ 異 な る こ と 有 ら ん や 。 陋 国 は 正 に 無 道 に し て 有 道

に 帰 ら し む る な り 。 之 に 依 り て 渡 海 の 商 客 、 安 居 す る

こ と 必 せ り 。

貴 邦 の 真 の 路 数 人 、 本 邦 に 遣 わ し 置 か れ 、 館 舎 を

立 つ べ き 地 、 船 の 着 く 湊 、 貴 国 の 意 に 任 せ て 之 を 分 与

す 。 今 よ り 以 往 、 弥 々 隣 交 を 修 む べ き 者 な り 。 余 事 は

船 主 の 舌 頭 に 付 す 。 惟 だ 時 に 秋 天 、 残 暑 尤 も 甚 だ し き

の み 。 自 ら 嗇 む 。 備 え ず 。

出 典 ： 「 日 本 の 皇 帝 か ら マ ウ リ ッ ツ 公 へ の 書 簡 」 ラ イ デ ン 大 学

図 書 館 所 蔵 、 整 理 番 号 Or. 1615
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平
戸
商
館

日
本
に
定
住
す
る

最
初
の
試
み

江 戸 参 府
1 6 4 6 年 に ア ム ス テ ル ダ ム で 出 版 さ れ た 、 イ ザ ー ク ・ コ メ リ ン

に よ る オ ラ ン ダ の 旅 行 記 と 東 イ ン ド 会 社 の 文 書 の 重 要 編 纂 物 『 東 イ ン

ド 会 社 の 起 源 と 発 展 』 の 第 2 巻 に 、 希 少 な 史 料 が あ る 。 ジ ャ ッ ク ・ ス

ペ ッ ク ス が 1 6 1 1 年 に 将 軍 徳 川 家 康 の 駿 府 城 と 徳 川 秀 忠 の 江 戸 城

を 訪 ね た と き の 日 記 で あ る 。 彼 は 、 家 康 か ら 自 由 貿 易 の 特 権 を 得 る と

い う 重 要 な 使 命 を 帯 び て い た 。 こ の 特 権 は 、 日 本 で は 三 浦 按 針 と し て

知 ら れ る 有 力 な イ ギ リ ス 人 航 海 士 ウ ィ リ ア ム ・ ア ダ ム ス の 仲 介 に よ っ

て 最 終 的 に 獲 得 さ れ た 。

こ の 日 記 は 貴 重 な 歴 史 的 記 録 で あ り 、 貿 易 関 係 の 形 成 期 に お け

る オ ラ ン ダ 商 人 と 日 本 当 局 と の 複 雑 な 交 渉 に つ い て 詳 細 な 情 報 を 与 え

て く れ る 。 特 に 歴 史 的 に 重 要 な の は 、 当 時 大 坂 城 に い た 豊 臣 秀 頼 に 関

す る 記 録 で あ る 。 ス ペ ッ ク ス に よ れ ば 、 秀 頼 は 世 継 ぎ と し て 広 く 認 め

ら れ て お り 、 や が て 日 本 を 統 治 す る と 多 く の 人 々 が 信 じ て い た 。

1 6 1 1 年 8 月 17 日 の 家 康 と の 謁 見 を 記 し た ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ

ク ス の 参 府 日 記 か ら の 抜 粋 。

和 訳 ：

「 敬 意 を 表 し た 後 、 私 た ち は 陛 下 （ 家 康 ） に 歓 迎 さ れ た 。 陛 下 は 、

私 た ち が モ ル ッ カ 諸 島 に 何 人 の 兵 士 を 持 っ て い る か 、 ボ ル ネ オ 島 で も

交 易 を し て い る か 、 最 高 の 樟 脳 は ボ ル ネ オ 島 か ら も た ら さ れ る と い う

の は 本 当 か 、 そ の 産 地 は ど こ か 、 最 高 の 沈 香 と カ ラ ン バ 材 は ど こ か ら

も た ら さ れ る の か 、 私 た ち の 土 地 に は ど の よ う な 香 木 が あ り 、 ど の よ

う な 価 値 が あ る の か 、 と 質 問 さ れ た 。 こ れ ら の 質 問 に 対 し 、 陛 下 は 通

詞 を 介 し て 適 切 な 回 答 を 得 て 、 満 足 さ れ た の で 、 私 た ち は 出 発 の 許 可

を 得 た 。 上 野 介 殿 （ 本 多 正 純 ） と 庄 三 郎 殿 （ 後 藤 庄 三 郎 ） が 広 間 の 外 ま

で 私 た ち を 見 送 り に 来 て 、 こ の よ う な 良 い 時 に 陛 下 の 前 に 現 れ た こ と

を 祝 福 し て く れ た が 、 彼 ら 自 身 も 陛 下 の 親 し げ な 話 し 方 に 驚 い て い た 、

こ の 国 で は 、 皇 帝 （ 家 康 ） が 、 陛 下 を 称 え る た め に 一 度 に 1 万 、 2 万 、

3 万 ド ゥ カ ー ト の 贈 り 物 を 持 参 す る 大 名 と 話 す と き で さ え 、 多 く の 言

葉 を 使 う 習 慣 が な い か ら で あ る 。 ポ ル ト ガ ル 大 使 は 陛 下 の お 言 葉 を 一

言 も 聞 く こ と な く 退 出 し て い っ た 。

III – 5A  出 典 ： 『 東 イ ン ド 会 社 の 起 源 と 発 展 』 ア イ ザ ー ク ・ コ メ リ ン 著 。 ア ム ス テ ル

ダ ム 、 1 6 4 6 年 、 表 紙 （ 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵 ）

III – 5B  出 典 ： ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ ク ス の 参 府 日 記 の 最 初 の ペ ー ジ 『 東 イ ン ド 会 社 の

起 源 と 発 展 』 ア イ ザ ー ク ・ コ メ リ ン 著 、 ア ム ス テ ル ダ ム 、 1 6 4 6 年 （ 国 際 日 本

文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵 ） 

III – 5C  出 典 ： ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ ク ス の 参 府 日 記 1 6 1 1 年 8 月 17 日 条 に お け る 徳

川 家 康 へ の 謁 見 し た の 記 述 『 東 イ ン ド 会 社 の 起 源 と 発 展 』 ア イ ザ ー ク ・ コ メ リ ン 

著 、 、 ア ム ス テ ル ダ ム 、 1 6 4 6 年 （ 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 所 蔵 ）
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THE HIRADO TRADING POST
ESTABLISHING THE HIRADO TRADING POST

In 1609, the Dutch established a trading post 
in Hirado after receiving a trade pass from 
the shogunate. They built a strong commer-
cial network, trading silk, porcelain, and sil-
ver. By avoiding missionary work, they gained 
the trust of the Tokugawa rulers, making 
Hirado a key hub for Dutch-Japanese trade 
and knowledge exchange.

THE DUTCH AND THE SHIMABARA REBELLION

During the Shimabara Rebellion (1637–1638), 
the Dutch assisted the shogunate by bom-
barding the rebel stronghold with their 
cannons. The uprising, led by persecuted 
Christians and discontented samurai, rein-
forced Japan’s anti-Christian policies. The 
Dutch had little impact but were reminded to 
avoid any religious influence.

THE MOVE TO DEJIMA

In 1639, the Dutch completed new buildings 
in Hirado, one marked with “Anno Domini 
1639.” The shogunate saw this as a religious 
statement and ordered the post disman-
tled. This action was part of the shogunate’s 
broader sakoku (closed country) policy. 
By 1641, the Dutch relocated to Dejima in 
Nagasaki, beginning a new phase in their 
restricted but lasting presence in Japan.
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通
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出
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出 典 ： モ ン タ ヌ ス 『 東 イ ン ド 会 社 遣 日 使 節 紀 行 』 （ 1 6 6 9 年 ） 大 阪 城 天 守 閣 蔵 。 17 世 紀 の 平 戸 商 館 を 描 い た 頁 。

出 典 ： 平 戸 オ ラ ン ダ 商 館 、 2 0 2 5 年 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト 。
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平 戸 の V O C ア ー チ 石 。 平 戸 オ ラ ン ダ 商 館 の 唯 一 の 遺 物

こ の 17 世 紀 の V O C （ 東 イ ン ド 会 社 ） ア ー チ 石 は 、 平 戸 オ ラ ン ダ

商 館 の 建 物 部 材 と し て 現 存 す る 唯 一 の も の で あ る 。 ど の 建 物 に 使 わ れ

て い た か は 不 明 だ が 、 洋 風 建 築 の 扉 の ア ー チ の 要 石 と 考 え ら れ て い る 。

平 戸 オ ラ ン ダ 商 館 と 取 引 の あ っ た 貿 易 商 、 小 川 利 右 衛 門 が 建 て た 寺 で

発 見 さ れ た 。

出 典 ： V O C ア ー チ 石 、 17 世 紀 、 松 浦 史 料 博 物 館 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト

17 世 紀 初 頭 の オ ラ ン ダ 人 に よ る 平 戸 湾 の 地 図

こ の 歴 史 的 な 絵 図 は 、 1 6 2 1 年 に オ ラ ン ダ 東 イ ン ド 会 社 の 無

名 の オ ラ ン ダ 人 職 員 に よ っ て 描 か れ た 平 戸 の 眺 望 図 で あ る 。 こ の ス

ケ ッ チ は 、 17 世 紀 初 頭 の 日 本 に お け る オ ラ ン ダ や 他 の ヨ ー ロ ッ パ 貿 易

商 の 重 要 な 拠 点 で あ っ た 平 戸 湾 を 詳 細 に 描 写 し て い る 。 こ の ス ケ ッ チ

は 、 当 時 の 町 の 配 置 、 海 岸 の 特 徴 、 商 館 の 地 理 的 環 境 を 描 い た 貴 重 な

記 録 で あ る 。

出 典 ： 「 平 戸 湾 岸 と 平 戸 市 街 の 眺 望 」 平 戸 湾 の 地 図 、 1 6 2 1 年 。 オ ラ ン ダ 国 立 公

文 書 館 、 外 国 地 図 コ レ ク シ ョ ン ・ リ ュ ー ペ 、 記 録 グ ル ー プ4.VEL 、 目 録 No. 1124.

平 戸 の オ ラ ン ダ 商 館 内 部

こ の 1 6 3 8 年 当 時 の 見 取 り 図 は 、 平 戸 に あ っ た オ ラ ン ダ の 倉

庫 の レ イ ア ウ ト を 示 し て お り 、 日 本 に お け る 初 期 の ヨ ー ロ ッ パ 貿 易 の

実 践 的 な 組 織 に つ い て の 貴 重 な 記 録 で あ る 。 現 在 平 戸 に あ る 倉 庫 の 復

元 に 使 用 さ れ た 。

出 典 ： 1 6 3 8 年 、 平 戸 の 倉 庫 の 平 面 図 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、 在 日 オ ラ ン ダ 商

館 、 記 録 グ ル ー プ1.04.21 、 目 録 No. 1604.
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磁 器 貿 易 の 信 奉 。 平 戸 の 陶 磁 器

平 戸 の 旧 オ ラ ン ダ 商 館 で 発 掘 さ れ た 遺 物 の 中 に 、 受 胎 告 知

（ 天 使 ガ ブ リ エ ル が マ リ ア に キ リ ス ト を 宿 す と 告 げ た 場 面 ） を 描 い

た 17 世 紀 の デ ル フ ト 焼 の ケ ー キ ボ ウ ル が あ る 。 徳 川 幕 府 が キ リ ス

ト 教 を 禁 じ て い た に も か か わ ら ず 、 キ リ ス ト 教 を テ ー マ に し た こ

の 作 品 は 平 戸 の 支 配 者 で あ っ た 有 力 者 、 松 浦 家 の 所 有 物 で あ っ た

珍 し い 遺 品 で あ る 。 こ れ は 、 日 本 が 厳 格 な 宗 教 統 制 下 に あ っ た 時 代

に も 、 キ リ ス ト 教 図 像 に 対 す る 私 的 な 関 心 が 、 特 に 外 国 の 高 級 品 と

結 び つ い て 根 強 く あ っ た こ と を 示 唆 し て い る 。

ま た 、 1 6 1 0 年 代 の 破 片 を 含 む 、 17 世 紀 初 頭 の 中 国 磁 器 の

一 部 も 発 見 さ れ た 。 こ れ ら の 出 土 品 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 中 国 、 日 本 か

ら の 商 品 が 交 錯 し て い た 平 戸 商 館 の 多 様 な 国 際 的 つ な が り を 反 映

し て い る 。 こ れ ら の 陶 磁 器 は 、 日 本 が 西 洋 と 出 会 っ た 初 期 の 異 文

化 交 流 、 信 仰 、 外 交 を 語 る 品 々 で あ る 。

平 戸 オ ラ ン ダ 商 館 長 日 記

1 6 3 7 〜 38 年 の オ ラ ン ダ 商 館 長 ニ コ ラ ス ・ ク ー ケ バ ッ ケ ル の

日 記 に は 、 島 原 の 乱 の 鎮 圧 に オ ラ ン ダ が 関 与 し た こ と が 詳 細 に 記 さ れ

て い る 。 次 の 一 節 は 、 オ ラ ン ダ 人 が 初 め て 城 に 砲 撃 を 行 っ た と き の 様

子 を 描 写 し て い る 。

和 訳 ：

「 2 月 26 日 。 そ の 日 の 早 朝 、 尊 敬 す べ き 商 館 長 ﹇ ニ コ ラ ス ・ ク ー ケ

バ ッ ケ ル ﹈ は 通 詞 の レ モ ン と 砲 手 を 伴 っ て 再 度 陸 に 帰 っ て き て 、 ま ず

フ ィ ラ ン ド ﹇ 平 戸 ﹈ の 執 政 官 の 家 に 行 き 、 そ こ か ら 殿 下 に 面 会 す る た

め に 左 門 殿 ﹇ 戸 田 氏 鉄 ﹈ の 下 宿 に 向 か っ た 。 ﹇ … ﹈

殿 下 は 、 農 民 （ 反 乱 軍 ） の 位 置 の 図 面 つ ま り 絵 図 を 示 し 、 東 か 西

の 水 際 の ど こ に 最 大 の 損 害 を 与 え る こ と が で き る か を 尋 ね ら れ た 。

た だ し 、 流 れ 弾 が 皇 帝 （ 将 軍 ） の 軍 隊 や 他 の 大 名 に 損 害 を 与 え な い よ

う に 、 慎 重 な 射 撃 が 必 要 と さ れ た 。 尊 敬 す べ き 商 館 長 は 国 司 の 伊 豆 殿

﹇ 松 平 信 綱 ﹈ の 家 へ 赴 き 、 砲 撃 に つ い て の 命 令 を 受 け る よ う 命 じ ら れ

た 。 彼 ら は 、 長 崎 の 両 奉 行 を 伴 っ て 、 直 ち に 殿 下 に 面 会 さ れ 、 再 び 城 郭

の 絵 図 を 見 せ ら れ 、 両 殿 下 の 間 で 協 議 さ れ た 後 、 大 砲 を 撃 つ べ き 場 所

が 示 さ れ た 。

午 後 に 乗 船 す る と 、 砲 撃 が 行 わ れ 、 そ の 日 は 14 発 が 発 砲 さ れ た 。

（ 城 の ） 中 に い た 者 た ち は 、 船 に 向 か っ て マ ス ケ ッ ト 弾 を 2 発 撃 っ た

が 、 船 は 満 員 で あ っ た が 、 誰 も 負 傷 す る こ と は な か っ た 。 」

出 典 ： 松 浦 史 料 博 物 館 　 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト

出 典 ： 「 オ ラ ン ダ 商 館 長 日 記 」 1 6 3 7 年 〜 1 6 3 8 年 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、

在 日 オ ラ ン ダ 商 館 、 記 録 グ ル ー プ1.04.21 、 目 録 No. 54. 写 真 ： ス ザ ン ヌ ・ フ ァ

ン ・ デ ・ ケ ル ク 。
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島 原 の 乱 に お け る 外 国 人 の 砲 撃 能 力

こ の 17 世 紀 の 作 品 は 、 1 6 3 7 年 か ら 1 6 3 8 年 ま で の 島 原 天

草 の 乱 に お け る 原 城 で の 戦 い の 最 終 段 階 を 描 い て い る 。 島 原 の 乱 の 最

中 、 徳 川 幕 府 は キ リ ス ト 教 徒 が 大 半 を 占 め る こ の 反 乱 を 鎮 圧 す る た め 、

オ ラ ン ダ 東 イ ン ド 会 社 に 援 助 を 求 め た 。 こ れ に 対 し オ ラ ン ダ は 、 カ ピ

テ ン の ニ コ ラ ス ・ ク ー ケ バ ッ ケ ル の 指 揮 の も と ラ イ プ 号 を 派 遣 し 、

1 6 3 8 年 2 月 26 日 か ら 3 月 12 日 ま で 原 城 砲 撃 を 指 揮 し た 。 彼 ら の 努

力 に も か か わ ら ず 、 オ ラ ン ダ の 大 砲 は 要 塞 の 対 し ほ と ん ど 効 果 が な

か っ た 。
絵 図 に は 詳 細 な 描 写 が あ り 、 幕 府 軍 は 松 平 伊 豆 守 の 陣 を 中 央 に

置 き 、 鍋 島 藩 や 黒 田 藩 な ど 西 国 諸 藩 の 軍 が 城 を 包 囲 し て い る 。 反 乱 軍

の リ ー ダ ー 、 天 草 四 郎 時 貞 が 原 城 の 本 丸 近 く に 見 ら れ る 。 ま た 、 幕 府

の 要 請 で 平 戸 オ ラ ン ダ 商 館 か ら 派 遣 さ れ た オ ラ ン ダ 船 も 描 か れ て い る 。

信 仰 と 統 制

キ リ ス ト 禁 止 令 （ 1 6 1 2 年 〜 1 6 1 4 年 ）

1 6 1 2 年 と 1 6 1 4 年 、 徳 川 幕 府 は ロ ー マ ・ カ

ト リ ッ ク の 信 仰 を 広 め る こ と を 禁 止 す る 正 式 な 禁 教 令

を 発 布 し た 。 こ の 禁 教 令 は 、 外 国 人 宣 教 師 、 特 に ポ ル

ト ガ ル の イ エ ズ ス 会 の 影 響 に 対 す る 幕 府 の 懸 念 の 高 ま

り を 反 映 し て い る 。 キ リ ス ト 教 は 、 特 に 地 元 住 民 を 改

宗 さ せ る と 考 え ら れ て い た た め 、 社 会 秩 序 や 幕 府 へ の

忠 誠 心 を 損 な う 不 安 定 勢 力 と 見 な さ れ た 。

禁 教 令 は 、 キ リ ス ト 教 を 抑 圧 し 、 外 国 か ら の 干 渉

を 制 限 す る た め の 大 掛 か り な 取 り 組 み の 一 環 で あ っ

た 。 宗 教 の 布 教 よ り も 貿 易 を 優 先 し た オ ラ ン ダ 人 に

と っ て 、 こ の 禁 教 令 は 日 本 の 政 情 を 今 後 ど う 乗 り 切 る

べ き か を 示 す 明 確 な 指 針 と な っ た 。

こ の 書 状 は 、 近 世 日 本 の 重 要 な 歴 史 的 文 書 で あ

る 。 1 6 1 7 年 、 徳 川 幕 府 の 老 中 が 平 戸 藩 主 松 浦 肥 前

守 に 宛 て た も の で あ る 。

こ の 書 状 に は 、 貿 易 政 策 と 宗 教 規 制 に 関 す る い

く つ か の 重 要 事 項 が 記 さ れ て い る 。 第 一 に 、 主 要 商 業

都 市 の 京 都 と 堺 の 商 人 が 貿 易 の た め に 松 浦 藩 領 に 来 る

の で 、 相 互 の 取 り 決 め に 従 っ て 貿 易 を 進 め る よ う に と

い う 内 容 で あ る 。 第 二 に 、 平 戸 湾 で の オ ラ ン ダ 商 館 活

動 の 継 続 を 具 体 的 に 許 可 し 、 オ ラ ン ダ 人 船 長 の 判 断 の

も と で 行 う こ と を 認 め て い る 。 最 後 に 、 キ リ ス ト 教 の

布 教 は 厳 禁 で あ る こ と を 強 く 念 押 し し て い る 。

こ の 書 状 に は 4 人 の 重 臣 の 花 押 が 記 さ れ て い る 。

土 井 大 炊 介 利 勝 、 安 東 対 馬 守 重 信 、 板 倉 伊 賀 守 勝 重 、

本 多 広 助 正 純 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 徳 川 幕 府 の 上 層

部 か ら の 公 式 指 令 で あ っ た こ と が 分 か る 。

こ の 指 令 は 、 こ の 時 期 の 幕 府 の 外 国 勢 の 統 制 政

策 を 反 映 し て お り 、 日 本 で 行 わ れ て い た 鎖 国 政 策 の 一

環 と し て 、 商 業 的 利 益 と 厳 し い 宗 教 の 統 制 の バ ラ ン ス

を と る も の で あ っ た 。 こ の 文 書 は 、 松 浦 藩 主 か ら

ジ ャ ッ ク ・ ス ペ ッ ク ス に 渡 さ れ た と 思 わ れ る 。

日 本 語 版 と オ ラ ン ダ 語 版 の 両 方 が 公 文 書 館 に 存

在 す る こ と か ら 、 江 戸 時 代 初 期 の 鎖 国 政 策 に お い て 、

信 頼 と 通 行 を 維 持 す る た め の 明 確 な 情 報 伝 達 が 重 要 で

あ っ た こ と が 顕 著 で あ る 。

原 文 ：

尚 以 、 京 ・ 堺 商 人 も 、 其 地 へ 可 罷 下 候 間 、 相 対 次

第 商 売 い た し 候 様 ニ 尤 候 、 以 上 、

急 度 申 入 候 、 仍 お ら ん た 舟 、 於 平 戸 ニ 、 前 ヽ 之 ご

と く 、 か ぴ た ん 次 第 ニ 商 売 い た し 候 様 ニ 、 可 被 成 候 、

不 及 申 ニ 候 へ 共 、 伴 天 連 之 法 ひ ろ め ざ る 様 ニ 、 か た く

可 被 仰 付 候 、 恐 々 謹 言 、

書 き 下 し 文 ：

な お 以 て 、 京 ・ 堺 の 商 人 も 、 そ の 地 へ 下 る べ く 候

間 、 相 対 次 第 商 売 致 し 候 様 に 尤 も に 候 。 以 上 、 急 度 申

し 入 れ 候 。 よ っ て 、 オ ラ ン ダ 船 、 平 戸 に お い て 、 前 々 の

ご と く 、 カ ピ タ ン 次 第 に 商 売 致 し 候 様 に 、 成 す べ く 候 。

申 す に 及 ば ず に 候 へ ど も 、 伴 天 連 の 法 広 め ざ る 様 に 、

堅 く 仰 せ 付 け ら る べ く 候 。 恐 々 謹 言 。

土 井 大 炊 助

利 勝 （ 花 押 ）

安 藤 対 馬 守

重 信 （ 花 押 ）

板 倉 伊 賀 守

勝 重 （ 花 押 ）

本 多 上 野 介

正 純 （ 花 押 ）

松 浦 肥 前 守 殿

人 ヽ 御 中

土 井 大 炊 助

利 勝 （ 花 押 ）

安 藤 対 馬 守

重 信 （ 花 押 ）

板 倉 伊 賀 守

勝 重 （ 花 押 ）

本 多 上 野 介

正 純 （ 花 押 ） 

松 浦 肥 前 守 殿 へ 

御 中
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 出 典 ： 原 城 攻 城 図 と 城 内 図 、 17 世 紀 。 松 浦 史 料 博 物 館 所 蔵 。

出 典 ： 幕 府 老 中 か ら 平 戸 藩 主 松 浦 肥 前 守 へ の 平 戸 貿 易 に 関 す る 書 状 。 1 6 1 7 年 。

オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、 在 日 オ ラ ン ダ 商 館 、 記 録 グ ル ー プ1.04.21 、 目 録 No. 2.
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平 戸 商 館 長 日 記 

平 戸 の 商 館 を 取 り 壊 し 、 平 戸 か ら 出 島 に 移 転 す

る よ う 将 軍 が 命 じ た こ と に 関 す る 商 館 長 フ ラ ン ソ ワ ・

カ ロ ン の 日 記 （ 1 6 4 0 年 11 月 9 日 ） 。

和 訳 ：

「 談 話 し た 後 、 私 た ち は 平 戸 藩 主 の 邸 宅 に 戻 り 、

大 目 付 （ 井 上 政 重 ） が 私 た ち を 呼 び 出 し て 次 の よ う に

告 げ た ：
皇 帝 陛 下 （ 将 軍 徳 川 家 光 ） は 、 貴 下 が 皆 ポ ル ト ガ

ル 人 と 同 様 に キ リ ス ト 教 徒 で あ る こ と に つ い て 確 か な

報 告 を 受 け て い る 。 貴 下 は 日 曜 日 に 礼 拝 し 、 私 た ち の

国 全 体 か ら 見 え る 家 々 の 屋 根 や 破 風 に キ リ ス ト の 生 誕

日 を 書 い て い る 。 十 戒 、 主 の 祈 り 、 信 仰 、 洗 礼 、 パ ン を

分 か ち 合 う こ と 、 旧 約 聖 書 、 新 約 聖 書 、 モ ー ゼ 、 預 言 者

た ち 、 使 徒 な ど 、 つ ま り 、 習 慣 や 主 旨 は 明 ら か で あ る 。

我 々 は 、 両 者 （ 貴 下 と ポ ル ト ガ ル 人 ） の 違 い は 小 さ い

と 考 え て い る 。 貴 下 が キ リ ス ト 教 信 者 で あ る こ と は 以

前 か ら 知 ら れ て い た が 、 別 の キ リ ス ト だ と 考 え ら れ て

い た 。
こ れ を 受 け 、 陛 下 は 私 を 通 じ て 貴 下 に 、 最 近 建 て

ら れ た 北 側 か ら 順 に 、 最 後 ま で す べ て の 住 居 を （ 前 述

の 日 付 が 記 さ れ て い る 場 所 を 含 め 例 外 な し に ） 取 り 壊

す よ う 命 じ る 。 我 々 は 、 そ の 名 の 記 憶 が 終 わ り を 迎 え

る べ き で あ り 、 あ な た 方 が 公 然 と 日 曜 日 の 礼 拝 を す る

こ と を 容 認 し な い 。

商 館 長 つ ま り 貴 国 の 代 表 は 今 後 、 日 本 に は 1 年

以 上 滞 在 せ ず 、 マ カ オ の 者 の 慣 例 と 同 様 に 1 年 ご と に

交 代 す る も の と す る 。 そ の 国 と の 同 盟 を 長 く 維 持 す る

こ と に よ っ て 、 教 義 が 広 ま る こ と は な い 。 そ う し な け

れ ば 、 何 の 保 証 も 得 ら れ な い か ら で あ る 。 貴 下 が 従 わ

な け れ ば な ら な い そ の ほ か の こ と は 、 後 に 平 戸 の 執 政

官 が 貴 下 に 告 げ る だ ろ う 。

私 た ち は 、 皇 帝 の 命 令 に 対 し て は 「 承 知 し た 」 以

外 に は 何 も 言 っ て は な ら ず 、 い か な る 要 求 や 返 答 も そ

の 時 で は な く 、 後 日 に す べ き だ と 知 っ て い た の で 、 冷

静 か つ 率 直 に 、 し か し 恭 し く 、 陛 下 が お 望 み に な る こ

と は す べ て 、 忠 実 に 従 い ま す 、 と 答 え た 」 。 5

出 典 ： 1 6 3 9 年 2 月 4 日 か ら 1 6 4 1 年 10 月 31 日 ま で の オ ラ ン ダ 商 館 長 日 記 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、

在 日 オ ラ ン ダ 商 館 、 記 録 グ ル ー プ1.04.21 、 目 録 No. 55. 写 真 ： ス ザ ン ヌ ・ フ ァ ン ・ デ ・ ケ ル ク 。
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ARRIVAL AT DEJIMA

Dejima was built in 1636 by Nagasaki 
merchants for the Portuguese. After their 
expulsion in 1639, the island’s future was 
uncertain. The Dutch, eager to continue 
trade, moved there in 1641. In doing so they 
secured Dejima as their exclusive trading 
post for over two centuries.

LIFE ON DEJIMA

The Dutch lived under strict rules, confined to 
the small island. Trade with Japan was care-
fully controlled, with interpreters oversee-
ing all contact. Despite restrictions, Dejima 
became a center for knowledge exchange, 
introducing Western science, medicine, and 
technology to Japan.

THE JOURNEY TO EDO

Each year, the Dutch chief traveled to Edo 
to pay tribute to the shogun. This ceremo-
nial journey was Japan’s only direct link to 
the West. The Dutch shared global news and 
scientific advancements, shaping Japan’s 
understanding of the outside world.

出
島
到
着

出
島
は
、
1
6
3
6
年
に
長
崎
商
人
に
よ
っ
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
。
1
6
3
9

年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
追
放
さ
れ
た
後
、
出
島
の

将
来
は
不
透
明
だ
っ
た
。
1
6
4
1
年
、
貿
易
を

継
続
す
る
こ
と
に
熱
心
だ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
が
出

島
に
移
り
住
ん
だ
。
こ
う
し
て
、
出
島
は
2
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
排
他
的
貿
易
の
拠

点
と
な
っ
た
。

出
島
で
の
生
活

オ
ラ
ン
ダ
人
は
小
さ
な
島
に
幽
閉
さ
れ
、
厳
し
い

規
則
の
下
で
生
活
し
た
。
日
本
と
の
貿
易
は
緻
密

に
管
理
さ
れ
、
通
詞
が
す
べ
て
の
接
触
を
監
督
し

た
。
そ
ん
な
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
島
は
知

識
交
流
の
中
心
地
と
な
り
、
西
洋
の
科
学
、
医
学
、

技
術
を
日
本
に
紹
介
し
た
。

江
戸
へ
の
参
府

毎
年
、
オ
ラ
ン
ダ
の
商
館
長
は
将
軍
に
謁
見
す
る

た
め
に
江
戸
に
向
か
っ
た
。
こ
の
儀
式
的
な
旅
は
、

日
本
に
と
っ
て
西
洋
と
の
唯
一
の
架
け
橋
で
あ
っ

た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
世
界
的
時
事
や
科
学
の
進
歩

を
共
有
し
、
外
の
世
界
に
対
す
る
日
本
の
理
解
を

助
け
た
。
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東 イ ン ド 会 社 の 磁 器 ： 有 田 の 青 白 芙 蓉 文 皿

17 世 紀 後 半 か ら 18 世 紀 初 頭 に か け て 肥 前 国 有 田 で 制 作 さ れ た 青

白 磁 の 皿 は 、 オ ラ ン ダ 東 イ ン ド 会 社 の 嗜 好 に 合 わ せ た 日 本 の 職 人 の 緻

密 な 技 巧 が 見 ら れ る 。 芙 蓉 文 様 で 飾 ら れ た こ の 皿 は 、 日 本 の 芸 術 性 と

オ ラ ン ダ の デ ザ イ ン の 見 事 な 融 合 で あ る 。 長 崎 の オ ラ ン ダ 商 館 で あ る

出 島 で 育 ま れ た 文 化 交 流 を 象 徴 す る も の で あ る 。

出 島 の 通 貨 ド ゥ カ ー ト

異 文 化 通 商 の 貨 幣 

ド ゥ カ ー ト と 呼 ば れ る オ ラ ン ダ の 貨 幣 は 、 江 戸 時 代 の オ ラ ン ダ

と 日 本 の 経 済 交 流 に お い て 極 め て 重 要 な 役 割 を 果 た し た 。 長 崎 の 制 限

さ れ た 出 島 に お け る オ ラ ン ダ 商 館 内 を 流 通 し て い た こ れ ら の 貨 幣 は 、

商 品 と 知 識 の 交 換 を 促 し た 。

出 典 ： 長 崎 市 出 島 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト 出 典 ： 長 崎 市 出 島 。 写 真 ル イ ・ ス ミ ト
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▴  川 原 慶 賀 作 長 崎 ・ 出 島 全 図 （ 1 8 2 5 年 8 月 ）

こ の 外 観 図 は 、 1 8 2 5 年 8 月 に 日 本 の 画 家 、 川 原 慶 賀 に よ っ て

描 か れ た も の で 、 長 崎 湾 と オ ラ ン ダ 商 館 出 島 が 描 か れ て い る 。 作 品 に

は 、 湾 内 に 停 泊 す る 2 隻 の オ ラ ン ダ 船 、 ヴ ァ ス コ ・ ダ ・ ガ マ 号 と ヨ ハ ン

ナ ・ エ リ ザ ー ベ ト 号 が 描 か れ て い る 。 湾 内 は 大 小 さ ま ざ ま な 船 で 埋 め

尽 く さ れ 、 当 時 の 賑 や か な 海 洋 活 動 を 物 語 っ て い る 。

出 島 の 地 図 に 鎖 国 時 代 の 日 本 を 垣 間 見 る

1 8 3 8 年 に 長 崎 で 作 成 さ れ た 「 出 島 粗 図 」 （ 天 保 9 年 ） に は 、 扇

状 の 人 工 島 で あ る 出 島 の 詳 細 な 様 子 が 描 か れ て い る 。 1 6 3 6 年 に 造

ら れ た 出 島 は 、 江 戸 時 代 、 オ ラ ン ダ 貿 易 を 中 心 に 、 日 本 と 外 国 と の 直

接 的 な 貿 易 お よ び 交 流 の 唯 一 の 拠 点 と な っ た 。 こ の 地 図 は 、 出 島 の 配

置 を 示 す だ け で な く 、 鎖 国 時 代 の 日 本 が 外 国 と ど の よ う に 交 流 し て い

た か を 知 る こ と が で き る 。

出 典 ： 長 崎 と 出 島 商 館 の 概 観 地 図 、 1 8 2 5 年 8 月 。 オ ラ ン ダ 国 立 公 文 書 館 、 収 蔵 品

地 図 と 図 面 、 記 録 グ ル ー プ4.AANW 、 目 録 番 号 1475. 出 典 ： 長 崎 市 出 島 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト
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東 洋 と 西 洋 の 出 会 い

赤 絵 沈 香 壺 の 二 つ の 意 義

東 洋 と 西 洋 の 職 人 技 の 独 特 な 融 合 が 見 て 取 れ る 18 世 紀 初 頭 の 赤

絵 沈 香 壺 の セ ッ ト 。 壺 の 本 体 は 高 品 質 の 磁 器 で 有 名 な 肥 前 有 田 で 製 造

さ れ た 。 オ ラ ン ダ の デ ル フ ト で 作 ら れ た 蓋 は 、 オ ラ ン ダ の 陶 芸 の 匠 の

技 を 反 映 し て い る 。 こ の 組 み 合 わ せ は 、 当 時 の 日 本 と ヨ ー ロ ッ パ の 芸

術 的 技 術 と 美 意 識 の 繊 細 な 交 流 を 示 し て い る 。

紅 毛 雑 話 に 見 る 日 本 人 の 西 洋 人 観

1 7 8 7 年 （ 天 明 7 年 ） に 江 戸 で 出 版 さ れ た

『 紅 毛 雑 話 』 は 、 西 洋 人 、 特 に そ の 特 徴 的 な 外 見 か

ら 「 紅 毛 人 」 と 呼 ば れ た オ ラ ン ダ 人 に つ い て の 観

察 や 物 語 を 集 め た も の で あ る 。 こ の 作 品 は 、 直 接

の 接 触 が 限 ら れ て い た 時 代 の ヨ ー ロ ッ パ 人 に 対 す

る 日 本 人 の 認 識 に つ い て の 貴 重 な 記 録 で あ り 、 日

本 と 西 洋 の 間 の 好 奇 心 と 文 化 交 流 を 浮 き 彫 り に し

て い る 。

出 典 ： 長 崎 市 出 島 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト 出 典 ： 長 崎 市 出 島 。 写 真 ： ル イ ・ ス ミ ト
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外 交 に お け る 贈 呈 品 ： 徳 川 幕 府 か ら の 書 簡 と 漆 箱 

こ の 書 簡 は 、 江 戸 時 代 後 期 の 日 蘭 関 係 を 示 す 重

要 な 書 類 で あ る 。 1 8 4 5 年 に 老 中 に よ っ て 書 か れ た

こ の 書 簡 は 、 オ ラ ン ダ 国 王 か ら の 外 交 的 申 し 入 れ に 対

す る 正 式 な 返 答 で あ る 。 1 8 4 4 年 、 オ ラ ン ダ 国 王

ウ ィ レ ム 2 世 は 将 軍 徳 川 家 慶 に 公 式 書 簡 を 送 り 、 日 本

に 国 境 を 開 く よ う 勧 告 し た 。

こ の 書 簡 は 、 17 世 紀 初 頭 か ら 続 い て い た 日 本 の

鎖 国 政 策 を 象 徴 し て い る 。 こ の 時 期 、 日 本 は 外 国 と の

接 触 を 厳 し く 制 限 し 、 特 定 の 国 と の 限 ら れ た 貿 易 し か

許 可 し て い な か っ た 。 オ ラ ン ダ は 長 崎 湾 の 出 島 に 商 館

を 構 え て い た が 、 日 本 と の 取 引 を 許 さ れ た 数 少 な い 外

国 勢 力 の ひ と つ で あ っ た 。

漢 文 で 書 か れ た こ の 書 簡 か ら は 、 日 本 の 高 官 が

貴 重 な 貿 易 関 係 を 維 持 し な が ら 鎖 国 政 策 を 堅 持 し よ う

と す る 複 雑 な バ ラ ン ス が 見 ら れ る 。 ま た 、 当 時 の 日 本

の 国 家 運 営 を 特 徴 づ け て い た 、 儀 礼 と 序 列 に 慎 重 に

従 っ て い る こ と が う か が え る 。

原 文 ：

去 歳 七 月 貴 国 使 价 船 、 齎 国 王 書 翰 、 到 我 肥 前 長 崎

港 、 崎 尹 伊 沢 美 作 守 受 而 達 之 江 戸 府 、 我 主 親 読 之 、 貴

国 王 以 二 百 年 来 通 商 之 故 、 有 遥 察 我 国 之 利 害 見 忠 告 一

事 、 其 言 極 為 懇 款 、 且 別 見 恵 珍 品 若 干 種 、 我 主 良 用 感

荷 、 理 宜 布 報 、 然 今 有 不 能 然 者 、 我 祖 創 業 之 際 、 海 外 諸

邦 、 通 信 貿 易 、 固 無 一 定 、 及 後 議 定 通 信 之 国 通 商 之 国 、

通 信 限 朝 鮮 琉 球 、 通 商 限 貴 国 与 支 那 、 外 此 則 一 切 不 許

新 為 交 通 、 貴 国 於 我 、 従 来 有 通 商 無 通 信 、 信 与 商 又 各

別 也 、 今 欲 為 之 布 報 、 則 違 碍 祖 法 、 故 俾 臣 等 達 此 意 於

公 等 、 稟 之 於 国 王 、 事 似 不 恭 、 然 祖 法 之 厳 如 此 、 万 以 不

得 已 、 請 諒 之 、 至 見 恵 礼 物 、 又 在 所 可 辞 、 然 而 厚 意 所

寓 、 遠 方 送 致 、 倘 併 返 納 益 渉 不 恭 、 因 今 領 受 、 薄 普 土

宜 数 種 、 以 表 報 謝 、 具 録 別 幅 、 勿 却 幸 甚 、 抑 祖 法 一 定 、

嗣 孫 不 可 不 遵 、 後 来 往 復 幸 見 停 、 或 其 不 然 、 雖 至 再 三 、

不 能 受 幸 勿 為 訝 、 至 於 公 等 書 翰 、 又 準 此 、 不 為 報 也 、 但

貴 国 通 商 則 遵 旧 約 勿 替 、 又 是 慎 守 祖 法 耳 、 幸 稟 之 於 国

王 、 雖 則 云 璽 、 至 於 国 王 忠 厚 誠 意 、 則 我 主 亦 深 感 銘 、 不

敢 疎 外 也 、 因 今 俾 臣 等 具 陳 、 言 不 尽 意 、 千 万 諒 察 、 不 備　

阿 蘭 陀 国 政 府 諸 侯 閣 下

　　　　　　　　　　　 阿 部 伊 勢 守 正 弘 判

　　　　　　　　　　　 牧 野 備 前 守 忠 雅 判

日 本 国 老 中　　　 　　 　　　 青 山 下 野 守 忠 良 判

　　　　　　　　　　　 戸 田 山 城 守 忠 温 判

弘 化 二 年 乙 巳 六 月 朔 日

書 き 下 し 文 ：

去 歳 七 月 、 貴 国 の 使 价 船 、 国 王 の 書 翰 を 齎 し 、 我

が 肥 前 長 崎 港 に 到 り 、 崎 尹 伊 沢 美 作 守 こ れ を 受 け て 江

戸 府 に 達 し 、 我 が 主 親 し く こ れ を 読 む 。

貴 国 王 、 二 百 年 来 通 商 の 故 を 以 て 、 遥 か に 我 が 国

の 利 害 を 察 す る の 見 有 り 、 一 事 を 忠 告 し 、 そ の 言 極 め

て 懇 款 た り 。 且 つ 別 に 珍 品 若 干 種 を 恵 み 見 す 。

我 が 主 良 く こ れ を 感 荷 し 、 理 と し て 報 を 布 く べ

し 。 然 れ ど も 今 こ れ を 然 る べ か ら ざ る 者 有 り 。 我 が 祖

業 を 創 む る の 際 、 海 外 諸 邦 と の 通 信 貿 易 、 固 よ り 一 定

無 し 。 後 に 及 び て 通 信 の 国 、 通 商 の 国 を 議 定 し 、 通 信

は 朝 鮮 ・ 琉 球 に 限 り 、 通 商 は 貴 国 と 支 那 に 限 る 。 こ れ

外 は 則 ち 一 切 新 た に 交 通 を 為 す を 許 さ ず 。

貴 国 は 我 に 於 い て 、 従 来 通 商 有 り て 通 信 無 し 。 信

と 商 と は 又 各 別 な り 。 今 こ れ に 報 を 布 か ん と 欲 す れ ば 、

則 ち 祖 法 に 違 碍 す 。 故 に 臣 等 を し て 此 の 意 を 公 等 に 達

せ し め 、 こ れ を 国 王 に 稟 せ し む 。 事 恭 な ら ざ る に 似 た

り 。 然 れ ど も 祖 法 の 厳 な る こ と 此 の 如 し 。 万 や む を 得

ず し て 、 こ れ を 諒 と せ ん こ と を 請 う 。

恵 み の 礼 物 に 至 り て は 、 又 辞 す べ き 所 に 在 り 。 然

れ ど も 厚 意 の 寓 す る 所 、 遠 方 よ り 送 り 致 す 。 倘 し 併 せ

て 返 納 せ ば 益 々 不 恭 に 渉 ら ん 。 因 っ て 今 領 受 し 、 薄 く

土 宜 数 種 を 以 て 報 謝 を 表 す 。 具 さ に 別 幅 に 録 す 。 却 く

る 勿 か ら ん こ と を 幸 甚 と す 。

抑 も 祖 法 一 定 し て 、 嗣 孫 こ れ に 遵 わ ざ る べ か ら

ず 。 後 来 の 往 復 、 幸 い に 停 む る を 見 ん 。 或 い は そ の 然

ら ざ れ ば 、 再 三 に 至 る と 雖 も 、 受 く る こ と 能 わ ず 。 幸

い に 訝 り と 為 す 勿 か れ 。

公 等 の 書 翰 に 至 り て は 、 又 こ れ に 準 ず 。 報 を 為 さ

ざ る な り 。 但 し 貴 国 の 通 商 は 則 ち 旧 約 に 遵 い て 替 わ る

勿 か れ 。 又 こ れ 祖 法 を 慎 守 す る の み 。 幸 い に こ れ を 国

王 に 稟 せ よ 。

云 璽 と 雖 も 、 国 王 の 忠 厚 誠 意 に 至 り て は 、 則 ち 我

が 主 も 亦 深 く 感 銘 し 、 敢 え て 疎 外 せ ざ る な り 。 因 っ て

今 臣 等 を し て 具 さ に 陳 べ し む 。 言 、 意 を 尽 く さ ず 。

千 万 諒 察 せ よ 。 不 備 。

阿 蘭 陀 国 政 府 諸 侯 閣 下

　　　　　　　　　　　 阿 部 伊 勢 守 正 弘 判

　　　　　　　　　　　 牧 野 備 前 守 忠 雅 判

日 本 国 老 中　　　　　　　　  青 山 下 野 守 忠 良 判

　　　　　　　　　　　 戸 田 山 城 守 忠 温 判

弘 化 二 年 乙 巳 六 月 朔 日
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江 戸 参 府 の 地 図

ア ル ノ ル ド ゥ ス ・ モ ン タ ヌ ス に よ る 1 6 6 9 年 の 地 図 は 、 将 軍

へ の 敬 意 を 示 す た め に 毎 年 行 わ れ た 長 崎 か ら 江 戸 へ の オ ラ ン ダ 使 節 団

の 江 戸 参 府 お よ び 大 坂 へ の 航 海 を た ど っ て い る 。 「 江 戸 参 府 」 と し て 知

ら れ る 、 非 常 に 儀 式 的 な 行 列 を 行 っ て 、 オ ラ ン ダ 人 は 徳 川 政 権 へ の 忠

誠 を 再 確 認 す る こ と で 、 貿 易 権 を 維 持 す る こ と が で き た 。

使 節 団 は 豪 華 な 贈 呈 品 、 珍 し い 品 々 、 医 学 の 知 識 、 科 学 道 具 な ど

を 持 参 し た 。 そ れ ら の 品 は 日 本 の 高 官 を 魅 了 し 、 価 値 は あ る が 脅 威 で

は な い パ ー ト ナ ー と し て の オ ラ ン ダ の 立 場 を 強 化 す る の に 役 立 っ た 。

こ の 地 図 か ら 、 こ の 微 妙 な バ ラ ン ス を 維 持 す る た め に 必 要 な 物 理 的

ル ー ト と 外 交 的 ル ー ト の 両 方 が う か が え る 。

出 典 ： 長 崎 か ら 江 戸 参 府 の 旅 と 長 崎 か ら 大 阪 へ の 航 海 の 2

枚 の 地 図 。 ペ ー タ ー ・ フ ァ ン ・ ダ ー ・ ア ー 、 1 7 2 8 年 （ 原

図 は 1 6 6 9 年 に 出 版 さ れ た 『 東 イ ン ド 会 社 遣 日 使 節 紀

行 』 ア ル ノ ル ド ゥ ス ・ モ ン タ ヌ ス 著 に 掲 載 ） 。 オ ラ ン ダ 国

立 公 文 書 館 、 地 図 ・ 版 画 ・ 出 版 物 ハ ン ス ＆ エ ヴ ァ ・ コ ッ ク 、

記 録 グ ル ー プ4.HEK 、 目 録 番 号 。1604. 
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大 坂 の 西 洋 知 識 へ の 窓 口 、 適 塾

1 8 3 8 年 、 医 師 で あ り 学 者 で も あ っ た 緒 方 洪 庵 に よ っ て 創 設

さ れ た 適 塾 は 、 江 戸 時 代 後 期 に 西 洋 の 科 学 や 医 学 を 広 め る 上 で 重 要 な

役 割 を 果 た し た 大 坂 の 私 塾 で あ る 。 蘭 学 を 専 門 と し 、 明 治 維 新 を 担 う

多 く の 人 材 を 育 成 し た 。 こ の 塾 は 、 日 本 の 書 生 た ち が ヨ ー ロ ッ パ の 書

物 、 言 語 、 医 学 を 学 ぶ 活 気 あ る 場 と な り 、 日 本 の 近 代 化 の 基 礎 を 築 い

た 。 適 塾 は 後 に 大 阪 大 学 の 設 立 へ と つ な が る 。

言 語 と 世 界 を つ な ぐ 辞 書 『 ド ゥ ー フ ・ ハ ル マ 』

ド ー フ ・ ハ ル マ 辞 書 は 、 オ ラ ン ダ 商 館 長 の ヘ ン ド リ ッ ク ・ ド ゥ ー

フ が 出 島 駐 在 中 に 日 本 人 通 詞 と 協 力 し て 編 纂 し た も の で 、 適 塾 で の 学

習 に は 欠 か せ な い も の だ っ た 。 こ の 和 蘭 辞 書 の お か げ で 、 ヨ ー ロ ッ パ

の 医 学 書 や 科 学 書 を 解 読 す る こ と が 可 能 に な っ た 。 こ の 辞 書 は 江 戸 時

代 の 孤 立 し た 日 本 を よ り 広 い 世 界 の 知 識 と 結 び つ け る 知 的 交 流 の 象 徴

で あ る 。

蘭 学 と 医 療 改 革 の 先 駆 者 、 緒 方 洪 庵

緒 方 洪 庵 （ 1 8 1 0 年 〜 1 8 6 3 年 ） は 日 本 が 外 国 か ら の

影 響 に 対 し て ほ と ん ど 閉 ざ さ れ て い た 時 代 に 、 西 洋 医 学 の 価 値

を 認 め た 蘭 学 を 代 表 す る 学 者 お よ び 医 者 で あ っ た 。 適 塾 で は 西

洋 医 学 を 教 え る だ け で な く 、 批 判 的 思 考 と 異 文 化 理 解 を 育 ん だ 。

彼 の 功 績 は 、 後 に 近 代 日 本 の 政 治 お よ び 科 学 に お け る 改 革 者 と

な っ た 多 く の 門 下 生 た ち の 中 に 生 き 続 け て い る 。

出 典 ： 大 阪 大 学 適 塾 記 念 セ ン タ ー 出 典 ： 大 阪 大 学 適 塾 記 念 セ ン タ ー

出 典 ： 大 阪 大 学 適 塾 記 念 セ ン タ ー
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RANGAKU
From the Artificial Island of Dejima to the 
Artificial Island of Yumeshima

THE RISE OF RANGAKU

For over two centuries, the Dutch on Dejima 
were Japan’s only window to the Western 
world, bringing advanced knowledge in med-
icine, navigation, and science. The Dutch lan-
guage became the gateway to this knowledge, 
and those who mastered it spread across 
Japan, forming Rangaku centers where West-
ern books were studied and translated.

TEKIJUKU
The Heart of Dutch Studies in Osaka

Osaka’s Tekijuku, founded by Ogata Kōan, 
was one of the most important Rangaku 
centers. A pioneer in Western medicine, 
Ogata trained nearly a thousand students 
who later shaped the Meiji Restoration. Using 
the Doeff Halma, a Japanese-Dutch diction-
ary created by Dutch Opperhoofd (chief of 
Dejima) Hendrik Doeff, they translated Euro-
pean medical texts, bridging Japan and the 
West.

FROM DEJIMA TO COMMON GROUND

From Dejima to today, Dutch-Japanese 
knowledge exchange has shaped science 
and culture. Now, in 2025, as the world faces 
global challenges, collaboration is key. Just 
as knowledge once flowed from Dejima, 
Expo 2025 on Yumeshima brings nations 
together on Common Ground to inspire a new 
generation.

出
島
か
ら
夢
洲
へ
。
生
き
続
け
る
蘭
学

蘭
学
の
始
ま
り

2
世
紀
以
上
も
の
間
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
日

本
の
唯
一
の
西
洋
世
界
へ
の
窓
口
で
あ
り
、
医
学
、

航
海
術
、
科
学
な
ど
の
高
度
な
知
識
を
も
た
ら
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
は
そ
の
知
識
へ
の
入
り
口
と

な
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
得
し
た
人
々
は
日
本

全
国
に
広
が
り
、
西
洋
の
書
物
か
ら
学
び
、
翻
訳

す
る
蘭
学
塾
を
創
設
し
た
。

大
阪
の
蘭
学
の
中
心
地 

と
な
っ
た
適
塾

緒
方
洪
庵
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
大
阪
の
適
塾

は
、
蘭
学
塾
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
西
洋
医
学
の
パ

イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
緒
方
は
、
後
に
明
治
維
新
で
活

躍
す
る
1
0
0
0
人
近
い
門
下
生
を
育
て
た
。
オ

ラ
ン
ダ
商
館
長
の
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
が

作
成
し
た
和
蘭
辞
書
『
ド
ゥ
ー
フ
・
ハ
ル
マ
』
を

用
い
て
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
書
を
翻
訳

し
、
日
本
と
西
洋
の
架
け
橋
と
な
っ
た
。

出
島
か
ら
コ
モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

出
島
の
頃
か
ら
今
日
ま
で
、
日
蘭
の
知
識
交
流
は

科
学
と
文
化
を
促
進
し
て
き
た
。
世
界
が
地
球
規

模
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
2
0
2
5
年
の
今
、

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵
と
な
る
。
か
つ
て
出
島

か
ら
知
識
が
も
た
ら
さ
れ
た
よ
う
に
、
夢
洲
で
開

催
さ
れ
る
2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
万
博
は
、「
コ

モ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
共
創
の
礎
）」
に
各
国
を
集
結

さ
せ
、
新
し
い
世
代
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

与
え
る
。
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▴▸ 出 典 ： 1 8 6 0 年 代 の 出 島 の 眺 め 、 ア ム ス テ ル ダ ム 国 立 美 術 館 蔵 。 作 品 番 号 RP-F-2016-76-37

▸ 出 典 ： 夜 の 夢 洲 。 2 0 2 5 年 、 公 益 社 団 法 人 2 0 2 5 年 日 本 国 際 博 覧 会 協 会
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